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埼経協ニュース３８３号

十
月
九
日
�
十
四
時
よ
り
理
事
会
を
、
引
き

続
き
十
四
時
三
〇
分
よ
り
臨
時
総
会
を
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
理
事
会
で
臨
時
総
会
に
諮
る
議
事
案

件
等
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
臨
時
総

会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
冒
頭
、
西
村
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
以
下
の
二

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

一
�
理
事
の
選
任

◇
理
事
候
補
者

赤
地

文
夫

（
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締

役
常
務
執
行
役
員
）

◇
理
事
候
補
者

淺
見

郁
樹

（
東
日
本
旅
客
�
道
㈱
執
行
役
員
大
宮
支
社

長
）

二
�
副
会
長
の
選
任

◇
副
会
長
候
補
者

赤
地

文
夫

（
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締

役
常
務
執
行
役
員
）

◇
副
会
長
候
補
者

淺
見

郁
樹

（
東
日
本
旅
客
�
道
㈱
執
行
役
員
大
宮
支
社

長
）

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
二
六
年
度
上
期
事
業

報
告
等
が
行
わ
れ
、
臨
時
総
会
は
閉
会
し
た
。

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

㈱
元
代
表
取
締
役
社
長

松
沢
幸
一
氏
よ
り

「
人
間
中
心
の
経
営
〜
人
を
動
か
す
、
チ
ー
ム

を
動
か
す
」
と
題
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦

が
図
ら
れ
た
。

新新
副副
会会
長長
のの
紹紹
介介

□
赤
地

文
夫
（
あ
か
ち

ふ
み
お
）
氏

【
生
年
月
日
】

昭
和
二
八
年
四
月
一
日

【
略
歴
】

昭
和
四
七
年
八
月

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
㈱
入
社

平
成
十
三
年
一
月

営
業
本
部
埼
玉
東
支
社
開

発
部
長

平
成
十
三
年
十
一
月

営
業
本
部
流
通
販
売
部

長
平
成
十
四
年
十
一
月

営
業
本
部
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
事
業
部
長

平
成
十
五
年
十
一
月

執
行
役
員
営
業
本
部
長

兼
Ｆ
＆
Ｌ
営
業
部
長

平
成
十
六
年
三
月

取
締
役
常
務
執
行
役
員
営

業
本
部
長

平
成
十
八
年
一
月

取
締
役
常
務
執
行
役
員
業

務
本
部
長

平
成
十
九
年
一
月

取
締
役
常
務
執
行
役
員
業

務
本
部
長
兼
三
国
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長

平
成
二
一
年
一
月

取
締
役
常
務
執
行
役
員
営

業
本
部
長
兼
東
支
社
長

平
成
二
一
年
三
月

取
締
役
専
務
執
行
役
員
営

業
本
部
長
兼
東
支
社
長

平
成
二
二
年
一
月

取
締
役
専
務
執
行
役
員
営

業
本
部
長

平
成
二
四
年
一
月

取
締
役
専
務
執
行
役
員
経

営
戦
略
本
部
長

平
成
二
四
年
十
月

取
締
役
副
社
長
執
行
役
員

経
営
戦
略
本
部
長

平
成
二
五
年
七
月

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
兼
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
取
締
役
副
社
長

平
成
二
六
年
一
月

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員
営
業
本

部
広
域
法
人
営
業
統
括
部
統
括
部
長

□
淺
見

郁
樹
（
あ
さ
み

い
く
じ
ゅ
）
氏

【
生
年
月
日
】

昭
和
三
四
年
九
月
十
七
日

【
学
歴
】

昭
和
五
七
年
三
月

東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業

【
略
歴
】

昭
和
五
七
年
四
月

日
本
国
有
鉄
道
入
社

昭
和
六
二
年
四
月

東
日
本
旅
客
�
道
㈱
入
社

昭
和
六
三
年
三
月

信
濃
川
工
事
事
務
所
工
事

管
理
室
課
長
代
理

平
成
二
年
六
月

建
設
工
事
部
管
理
課
課
長
代

理
平
成
三
年
四
月

総
合
企
画
本
部
投
資
計
画
部

課
長
代
理

平
成
七
年
六
月

東
京
工
事
事
務
所
担
当
課
長

平
成
九
年
六
月

建
設
工
事
部
課
長
代
理

平
成
十
二
年
六
月

建
設
工
事
部
担
当
課
長

平
成
十
三
年
五
月

盛
岡
支
社
総
務
部
長

平
成
十
六
年
六
月

東
京
工
事
事
務
所
次
長

平
成
二
〇
年
六
月

建
設
工
事
部
次
長

平
成
二
一
年
六
月

建
設
工
事
部
担
当
部
長

平
成
二
二
年
六
月

事
業
創
造
本
部
部
長

平
成
二
四
年
六
月

執
行
役
員
秋
田
支
社
長

平
成
二
六
年
六
月

執
行
役
員
大
宮
支
社
長

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１４ 月号

日本経団連 埼玉

赤赤
地地
文文
夫夫
氏氏
（（
ココ
カカ
・・
ココ
ーー
ララ
イイ
ーー
スス
トト
ジジ
ャャ
パパ
ンン
㈱㈱
取取
締締

役役
常常
務務
執執
行行
役役
員員
））、、
淺淺
見見
郁郁
樹樹
氏氏
（（
東東
日日
本本
旅旅
客客
��
道道
㈱㈱

執執
行行
役役
員員
大大
宮宮
支支
社社
長長
））
をを
理理
事事
並並
びび
にに
副副
会会
長長
にに
選選
任任

―
理
事
会
、
二
六
年
度
臨
時
総
会
開
催

１０・１１

理事会

臨時総会臨時総会で開会挨拶
をする西村会長

講演する松沢幸一氏

― １ ―
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平
成
二
六
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
Ｉ
Ｏ
Ｅ
が
築
く
企
業
の
未
来
〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
も
た
ら
す
企
業
成
長
力
強
化
』と
題
し
て
、

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
合
同
会
社

専
務
執
行
役
員
木
下
剛
氏
が
講
演

誕
生
か
ら
二
〇
年
余
り
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
驚
異
的
な
進
化
を
遂
げ
、
国

や
社
会
、
企
業
、
個
人
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
変
革
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
世
界
の

九
九
％
以
上
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

近
い
将
来
、
こ
れ
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
な
か
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
・
モ
ノ
・

デ
ー
タ
・
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
るIn-

ternet
of
Everything

（
Ｉ
Ｏ
Ｅ
）

の
時
代
が
到
来
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

平
成
二
六
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
近
未
来
を
展
望
し
、

平
成
二
六
年
九
月
十
六
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
創
成
期
か
ら
深
く
そ
の
発
展
に
寄
与

し
て
き
た
世
界
最
大
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
開
発
会
社
シ
ス
コ

シ
ス
テ
ム
ズ
の
日
本
法
人
で
あ
る
シ
ス

コ
シ
ス
テ
ム
ズ
合
同
会
社

専
務
執
行

役
員

木
下

剛
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
Ｉ
Ｏ
Ｅ
が
築
く
企
業
の
未

来
〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
も
た
ら
す
企

業
成
長
力
強
化
―
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と

変
化
が
定
常
化
す
る
時
代
の
革
新
的
ス

ピ
ー
ド
経
営
に
向
け
て
」
と
題
し
開
催
、

十
八
名
が
参
加
し
た
。

木
下
氏
か
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

と
変
化
が
定
常
化
す
る
時
代
に
お
け
る

革
新
的
ス
ピ
ー
ド
経
営
に
向
け
て
、
シ

ス
コ
が
持
つ
Ｉ
Ｏ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
具
体

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の

骨
子
は
以
下
の
通
り
。

□
講
演
の
骨
子

・
近
未
来
に
は
す
べ
て
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
るInternet

of

Everything

（
Ｉ
Ｏ
Ｅ
）
の
時
代
が

到
来
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
新
時

代
へ
移
行
す
る
。

◇
Ｉ
Ｏ
Ｅ
に
よ
り
、
人
、
モ
ノ
、
デ
ー

タ
、
プ
ロ
セ
ス
間
の
有
機
的
な
連
携

と
融
合
が
実
現
し
、
情
報
を
も
と
に

し
た
分
析
と
経
験
を
交
え
た
適
切
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
即
時
に
導
き
出
す
こ

と
に
よ
り
、
個
人
／
企
業
／
国
家
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
従
来
に
な
い
価

値
の
創
出
等
、
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
出
現
す
る
。

◇
Ｉ
Ｏ
Ｅ
に
よ
る
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
二
〇
一
三
年
か

ら
二
〇
二
二
年
の
十
年
間
で
、
全
世

界
で
一
、
四
四
〇
兆
円
と
い
う
と
て

つ
も
な
い
経
済
効
果
を
生
み
出
し
、

特
に
そ
の
効
果
は
製
造
業
で
大
き
く
、

日
本
の
製
造
業
に
も
た
ら
す
経
済
効

果
だ
け
で
も
七
六
兆
円
を
超
え
る
と

試
算
し
て
い
る
。

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
次
は
、
多
様
で
変

化
が
連
続
す
る
時
代
が
到
来
し
、
企

業
経
営
は
こ
う
し
た
変
動
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
競
争
力
の

源
泉
に
な
る
。

◇
変
化
変
動
の
時
代
に
は
、
二
〇
世
紀

型
業
務
分
業
体
制
は
見
直
し
さ
れ
、

階
層
型
組
織
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

組
織
へ
移
行
し
、
新
た
な
次
元
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

◇
現
在
産
業
分
野
に
お
い
て
膨
大
な
量

の
デ
ー
タ
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
が
生

成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く

は
未
だ
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

Ｉ
Ｏ
Ｅ
の
世
界
で
は
、
デ
ー
タ
の
価

値
は
鮮
度
が
命
で
あ
り
、
事
後
の
マ

イ
ニ
ン
グ
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
分

析
・
反
応
が
よ
り
重
要
と
な
る
。

◇
Ｉ
Ｏ
Ｅ
に
よ
り
、
分
業
に
よ
っ
て
損

な
わ
れ
た
現
場
、
管
理
、
経
営
の
結

び
つ
き
を
取
り
戻
し
、
現
場
、
管
理
、

経
営
の
一
体
化
に
よ
る
真
の
情
報
基

盤
構
築
を
通
じ
、
知
識
共
有
を
通
じ

た
ス
ピ
ー
ド
を
伴
っ
た
企
業
行
動
が

実
現
し
、
変
化
変
動
の
時
代
を
勝
ち

抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

目

次

頁

�
理
事
会
、
臨
時
総
会
開
催

一

�
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

二

�
第
七
回
・
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

三

�
第
九
回
・
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

四

�
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

五

�
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

五

�
第
一
回
・
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

推
進
委
員
会

六

�
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

七

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介

㈱
ハ
ー
べ
ス
前
田
知
憲
氏
・
広
告

八
〜
九

�
第
三
五
次
小
笠
原
き
づ
き
・
振
り
返

り
洋
上
研
修

十
〜
十
二

�
平
成
二
六
年
度
埼
玉
県
最
低
賃
金十

三

�
青
年
部
九
月
・
十
月
例
会

十
四

�
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修十

五

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
六

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
七

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

十
八
〜
十
九

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
〇

�
日
本
経
団
連
の
動
き
・
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
労
働
法

二
一

�
「
生
涯
現
役
社
会
に
向
け
た
雇
用
制

度
」
の
導
入
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん

か

二
二

�
事
業
だ
よ
り
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な

こ
と
を
、
広
告

二
三

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

二
四

第６回トップセミナー

講演する木下剛氏

― ２ ―



平
成
二
六
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
強
い
組
織
の
つ
く
り
方
〜
多
様
性
を
生
か
す

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』と
題
し
て
、

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
鈴
木
竜
太
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
禅
に
学
ぶ�
成
功
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�』と
題
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
・
吉
田
有
氏
が
講
演

現
在
の
職
場
で
は
正
社
員
比
率
の
低

下
に
伴
い
、働
き
方
だ
け
で
な
く
、様
々

な
背
景
や
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
働
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
様
性
を
活
か

し
、
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
に
は
何
が

重
要
か
。
コ
ラ
ボ
（
協
働
）、
職
場
の

空
間
距
離
、
理
念
・
価
値
の
共
有
、
自

由
な
会
議
、
社
員
の
か
か
わ
り
な
ど
、

か
つ
て
の
日
本
企
業
の
よ
う
な
安
定
し

た
雇
用
関
係
も
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、

平
成
二
六
年
九
月
二
四
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
関
わ
り
あ
う
職

場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
二
〇
一
三
年

度
第
五
六
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞

を
受
賞
さ
れ
た
、
神
戸
大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
教
授

鈴
木
竜
太
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
強
い
組
織
の

つ
く
り
方
〜
多
様
性
を
生
か
す
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
と
題
し
開
催
、
四
八
名
が
参

加
し
た
。

鈴
木
氏
か
ら
は
、�
関
わ
り
あ
う
職

場
�
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
職
場

や
現
場
が
、
そ
し
て
組
織
が
強
く
な
る

た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
つ
い

て
具
体
的
な
事
例
を
交
え
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
骨
子
は
以
下
の

通
り
。

□
講
演
の
骨
子

◇
現
在
の
企
業
環
境
は
、
女
性
の
社
会

進
出
、
高
齢
者
の
雇
用
、
グ
ル
ー
バ

ル
化
の
進
展
、
働
き
方
の
多
様
化
な

ど
多
く
の
多
様
性
の
中
に
あ
る
。

◇
多
様
性
は
創
造
性
を
生
み
出
す
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
コ
ン
フ

リ
ク
ト
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多

様
性
に
関
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、

①
多
様
性
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
抑

え
る
た
め
多
様
性
を
抑
制
す
る
、
②

多
様
性
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す

る
た
め
に
多
様
性
を
活
か
す
と
い
う

二
つ
の
ス
タ
ン
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、

多
様
性
が
進
む
現
在
、
単
に
多
様
性

を
抑
え
て
い
く
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
難
し
い
。

◇
多
様
性
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、

性
別
、
年
齢
、
人
種
、
専
門
性
等
の

表
層
の
多
様
性
と
仕
事
・
会
社
・
家

族
に
対
す
る
考
え
方
等
の
深
層
の
多

様
性
が
あ
る
。

◇
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
以

下
の
四
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
フ
ォ
ル
ト
ラ
イ
ン
（
亀
裂
・
断
層
）

を
考
慮
し
、
年
配
男
性
Ｖ
Ｓ
若
手
女

性
の
よ
う
に
多
様
性
を
単
一
に
捉
え

な
い
。

②
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
物
理
的

な
距
離
を
縮
め
る
。

③
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
の
ク
レ
ド
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
の
面
白
法
人

な
ど
、
組
織
文
化
・
組
織
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
組
織
に
傘
を
か
け
る
。

④
職
場
の
中
で
の
相
互
依
存
性
を
強
め

た
り
、
関
わ
り
あ
う
こ
と
の
創
出
や

そ
れ
に
よ
る
鍛
え
な
ど
の
職
場
で
の

関
わ
り
あ
い
を
強
化
す
る
。

◇
具
体
的
な
関
わ
り
あ
う
職
場
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
職
場
に
お
け

る
関
わ
り
あ
い
を
強
化
し
、
仲
間
意

識
、
互
恵
性
意
識
を
向
上
さ
せ
た
り
、

他
社
へ
の
責
任
を
認
識
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
を
通
じ
、
援
助
や
勤
勉
、
創

意
工
夫
な
ど
の
行
動
を
促
し
た
り
、

上
か
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
な
く

下
か
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
開

放
的
な
コ
ミ
ュ
テ
ィ
を
創
出
す
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
化
す
る
と

と
も
に
、
変
化
の
大
き
さ
・
影
響
度
が

増
大
し
、
か
つ
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
現

在
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
中
で
、
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
と
し
て
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、内
省（reflec-

tion

）
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
内
省（reflec-

tion

）
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
、
表

面
的
な
事
象
に
と
ら
わ
れ
ず
、
課
題
を

シ
ン
プ
ル
に
捉
え
本
質
を
見
極
め
る
こ

と
で
す
。

平
成
二
六
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、

平
成
二
六
年
九
月
二
九
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
禅
に
学
ぶ
�
成

第７回トップセミナー

第８回トップセミナー

講演する鈴木竜太氏

― ３ ―



平
成
二
六
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『�
悩
み
�を
手
放
す
こ
と
な
く
真
の
強
さ
を

掴
み
取
る
生
き
方
と
は
』と
題
し
て

聖
学
院
大
学
学
長（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

姜
尚
中
氏
が
講
演

〜
聖
学
院
大
学
の
紹
介
、彩
の
国
さ
い
た
ま
劇
場
か
ら
の

ご
案
内
・
劇
場
内
見
学
も
実
施

平
成
二
六
年
度
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
わ
が
国
の
経
済
、財
政
、金
融
の
減
所
と
課
題
』

と
題
し
て
関
東
財
務
局
長
細
田
隆
氏
が
講
演

功
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�」
と
題
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社
取
締
役
で

Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー

チ
で
あ
る
吉
田
有
（
た
も
つ
）
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
禅
に
学
ぶ
�
成

功
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�」
と
題
し
開

催
、
四
四
名
が
参
加
し
た
。

吉
田
氏
か
ら
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ジ
ョ

ブ
ス
の
二
〇
〇
五
年
六
月
の
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
卒
業
式
の
伝
説
の
ス
ピ
ー

チ
（
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
上
映
）
等
を
参

考
に
、
禅
の
考
え
方
を
活
か
し
て
仕
事

を
、そ
し
て
人
生
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
悩
む

力
』（
二
〇
〇
八
年
／
集
英
社
）、『
続
・

悩
む
力
』（
二
〇
一
二
年
／
集
英
社
）。

「
悩
み
は
つ
き
な
い
は
ず
で
す
。�
人

間
的
な
悩
み
�
を
�
人
間
的
に
悩
む
�

こ
と
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
証
で
す
か

ら
。」「
幸
福
の
方
程
式
を
変
え
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。」
等
々
、
珠
玉
の
言

葉
に
ハ
ッ
ト
し
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
二
六
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
平
成
二
六
年
十
月
二
日
�
十

三
時
三
〇
分
よ
り
、
彩
の
国
さ
い
た
ま

芸
術
劇
場
・
映
像
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

こ
の
『
悩
む
力
』「
続
・
悩
む
力
」
の

著
者
で
、
現
代
を
代
表
す
る
政
治
学
者
、

そ
し
て
聖
学
院
大
学
学
長
で
あ
り
ま
す

姜
尚
中

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『�
悩
み
�を
手
放
す
こ
と
な
く
真
の
強

さ
を
掴
み
取
る
生
き
方
と
は
』
と
題
し

て
開
催
、
四
〇
名
が
参
加
し
た
。

な
お
、
講
演
の
聖
学
院
大
学
の
ご
紹

介
、
講
演
終
了
後
、
彩
の
国
さ
い
た
ま

芸
術
劇
場
か
ら
の
ご
案
内
・
劇
場
内
見

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
六
年
度
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
平
成
二
六
年
十
月
二
〇
日
�

十
四
時
よ
り
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
四
階

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
関
東
財
務

講演する吉田有氏

会場からの質問に答える
姜尚中氏

講演の中で参加者同士の話し合いも行われた

聖学院大学の紹介を行う
鈴木隆キャリアサポート
部長

劇場内を見学する参加者

彩の国さいたま芸術劇場
の概要等について説明す
る専務理事木全義男氏

第９回トップセミナー

講演する姜尚中氏

― ４ ―



平
成
二
六
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
危
機
管
理
の
欠
如
が
あ
な
た
の
会
社
を
潰
す

〜
企
業
の
危
機
管
理
広
報
の
あ
り
方

―
各
種
失
敗
事
例
を
踏
ま
え
て
』と
題
し
て
、

広
報
戦
略
研
究
所
代
表
の
大
槻
茂
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
実
効
性
の
高
い
事
業
継
続
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
具
体
的
方
策
と
は
？
』と
題
し
て

Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

金
子
正
男
氏
が
講
演

局
長

細
田

隆

氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
わ
が
国
の
経
済
、
財
政
、

金
融
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
下
記

の
通
り
開
催
、
三
二
名
が
参
加
し
た
。

細
田
局
長
か
ら
は
、
財
政
、
経
済
、

金
融
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
詳
細
な

資
料
、
デ
ー
タ
に
基
づ
き
説
明
を
い
た

だ
い
た
。

特
に
財
政
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

税
収
、
歳
出
総
額
、
公
債
発
行
額
の
推

移
、
主
要
経
費
の
推
移
、
人
口
推
移
、

社
会
保
障
給
付
費
の
将
来
見
通
し
、
財

政
収
支
・
債
務
残
高
の
国
際
比
較
、
そ

し
て
中
長
期
の
経
済
財
政
収
支
試
算

等
々
、
詳
細
な
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

行
わ
れ
、
最
後
に
日
本
の
財
政
収
支
の

厳
し
さ
を
示
す
、
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｊ
・
ア

ー
ロ
ン

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
シ

ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
以
下
の
発
言
を
紹
介

し
財
政
の
説
明
を
終
了
し
た
。

「
最
後
は
あ
ぶ
な
い
ジ
ョ
ー
ク
で
話
を

締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
に
は

ジ
ョ
ー
ク
と
い
う
も
の
は
訳
す
と
う
ま

く
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
分
か
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
の
債
務
残
高

は
非
常
に
高
水
準
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

目
下
の
と
こ
ろ
深
刻
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
な
い
と
い
う
主
張
を
聞
く
と

次
の
よ
う
な
話
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

あ
る
人
が
東
京
タ
ワ
ー
の
天
辺
か
ら

飛
び
降
り
、
二
〇
階
を
通
り
過
ぎ
て
い

る
時
、
誰
か
が「
調
子
は
ど
う
だ
い
？
」

と
叫
ぶ
と
、
こ
の
人
は
「
今
の
と
こ
ろ

順
調
だ
よ
」
と
落
ち
て
い
き
な
が
ら
答

え
ま
し
た
。

私
は
こ
の
ジ
ョ
ー
ク
こ
そ
が
、
日
本

の
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
（
非
常

に
高
水
準
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
将
来
も
問
題
を

引
き
起
こ
さ
な
い
だ
と
う
と
い
う
主
張

へ
の
教
訓
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」

平
成
十
五
年
十
月
の
消
費
税
十
％
へ

の
引
上
げ
を
政
府
が
判
断
す
る
時
期
が

近
づ
い
て
い
る
状
況
下
、
財
政
の
厳
し

さ
を
認
識
す
る
上
で
本
講
演
は
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
。

説
明
責
任
の
果
た
し
方
、
社
会
的
責

任
の
取
り
方
な
ど
、
危
機
に
際
し
て
の

「
広
報
」
の
不
手
際
か
ら
傷
口
を
広
げ

る
不
祥
事
が
一
向
に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
同
じ
組
織
が
同
じ
よ
う
な
失

敗
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
も
、

大
手
銀
行
の
不
正
融
資
、
鉄
道
会
社
の

相
次
ぐ
安
全
軽
視
問
題
な
ど
、
新
聞
紙

面
を
に
ぎ
わ
せ
た
不
祥
事
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
六
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
二
六
年
十
月
二
九
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
危
機
管
理
の
欠

如
が
あ
な
た
の
会
社
を
潰
す
〜
企
業
の

危
機
管
理
広
報
の
あ
り
方
―
各
種
失
敗

事
例
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
、
広
報
戦

略
研
究
所
代
表
の
大
槻
茂
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
開
催
、
五
九
名
が
参
加

し
た
。

大
槻
氏
か
ら
は
、
読
売
新
聞
社
会
部

記
者
と
し
て
の
豊
富
な
取
材
経
験
と
知

識
に
基
づ
き
、
各
種
失
敗
事
例
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
危
機
管
理
広
報
の
重
要
性

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
管
理
は
企
業
経
営
の
要
諦
で
あ

る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
自
ら
の

会
社
を
守
る
、
危
機
管
理
広
報
の
あ
り

方
を
学
ぶ
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た

講
演
会
で
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
そ
の

必
要
性
・
重
要
性
に
関
す
る
認
識
が
高

ま
り
、
多
く
の
企
業
で
策
定
に
向
け
た

講演する細田隆関東財務局長

講演する大槻茂氏

第１１回トップセミナー

第１０回トップセミナー

― ５ ―



働
く
女
性
応
援
講
座

平
成
二
六
年
度
第
一
講（
平
成
二
六
年
度

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
）開
催

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー

（
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
）

〜
平
成
二
六
年
度「
均
等
両
立
推
進
企
業
表
彰

式
」「
表
彰
企
業
事
例
発
表
」「
講
演�
女
性
の
力

を
経
営
に
活
か
す
に
は
�」を
開
催

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
企
業
の
実
情
を

み
る
と
、
計
画
書
と
し
て
策
定
は
さ
れ

た
も
の
の
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
訓
練
方
法

の
見
直
し
、
人
材
育
成
な
ど
の
取
り
組

み
が
十
分
で
き
て
い
な
い
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平

成
二
六
年
十
月
八
日
�
十
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
不
測
の
事
態
へ
の
企
業

対
応
力
の
強
化
支
援
を
目
的
に
「
埼
玉

Ｂ
Ｃ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
Ａ
Ｇ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
株
式
会

社

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

金
子

正
男

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
実
効

性
の
高
い
事
業
継
続
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
具
体
的
な
方
策
と
は
？
』
と
題

し
て
開
催
さ
れ
、
二
五
名
が
参
加
し
た
。

働
く
女
性
応
援
講
座
平
成
二
六
年
度

第
一
講
（
平
成
二
六
年
度
第
一
回
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
）
は
平
成
二

六
年
九
月
十
七
日
�
十
時
か
ら
、
埼
玉

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と

の
共
催
で
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
で
埼

玉
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
さ
れ
、
仕
事
を

続
け
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指

す
女
性
三
〇
名
参
加
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
自
分
の
興
味
や
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
、
持
ち
味
を
発
見

し
、
将
来
な
り
た
い
自
分
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
と
い
う
内
容
で
、
自
由
に
着
席
し

た
席
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
り
、

隣
の
席
の
人
と
ペ
ア
に
な
っ
た
り
し
て

ワ
ー
ク
を
行
な
い
な
が
ら
、
以
下
の
テ

ー
マ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
交

流
会
も
開
催
さ
れ
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、
自

分
の
興
味
や
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
強
み
や
持
ち
味
を
発
見
す
る
。

・
時
代
や
社
会
、
組
織
が
求
め
て
い
る

の
は
ど
ん
な
人
物
か
を
個
人
と
組
織

の
両
方
の
視
点
で
考
え
る
。

・
組
織
の
中
で
、
ま
た
は
組
織
外
で
自

分
が
理
想
と
す
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

考
え
る
。

・
理
想
や
持
ち
味
を
反
映
し
た
自
分
が

な
り
た
い
姿
を
具
体
的
に
記
述
す
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ

ミ
ナ
ー
（
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会
）
は
一
〇
月
二
七
日
�
一
三

時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
埼
玉
労

働
局
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
一
〇
九

名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
埼
玉
労
働
局
総

務
部
長
木
幡
繁
嗣
氏
の
開
会
挨
拶
に
始

ま
り
、
続
い
て
平
成
二
六
年
度「
均
等
・

両
立
推
進
企
業
表
彰
」
表
彰
状
授
与
式

に
移
り
、「
均
等
推
進
企
業
部
門
」
埼

玉
労
働
局
長
優
良
賞
を
川
口
信
用
金
庫
、

第５回特別セミナー

ポジティブ・アクション推進セミナー

金子正男氏

働
く
女
性
応
援
講
座
第
一
講

交
流
会

― ６ ―



県
、本
会
、連
合
埼
玉
共
催

「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」の
事
業
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
の
平
成
二
六
年
度
第
四
講「
労
働
時
間
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
」と
、第
五
講「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

現
状
と
対
策
」を
開
催

埼
玉
縣
信
用
金
庫
の
二
社
が
、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
部
門
」

埼
玉
労
働
局
長
奨
励
賞
を
社
会
福
祉
法

人
杏
樹
会
が
受
賞
し
、
続
い
て
受
賞
企

業
三
社
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、「
女
性
の
力
を
経
営
に
活

か
す
に
は
」
と
題
し
て
、
内
閣
府
少
子

化
危
機
突
破
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
渥
美
由
喜
氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
終
了
し

た
。埼

玉
県
、
本
会
、
連
合
埼
玉
の
三
者

共
催
で
昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」
の
事
業
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
第
四
講
を
九
月
一
一

日
�
、
第
五
講
を
九
月
一
六
日
�
に
い

ず
れ
も
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

に
て
開
催
し
た
。

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
長
時
間
労

働
な
ど
の
過
重
労
働
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
従
業
員
の
健
康
管
理
を
図
る
上
で
、

企
業
の
適
正
な
労
働
時
間
管
理
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
講
座

は
第
四
講
で
労
働
時
間
管
理
の
基
礎
知

識
や
長
時
間
労
働
の
解
消
の
た
め
の
労

務
管
理
に
つ
い
て
、
第
五
講
で
は
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
現
状
を
確
認
し
、

効
果
的
な
予
防
対
策
や
発
生
し
て
し
ま

っ
た
場
合
の
適
切
な
対
処
法
な
ど
に
つ

い
て
特
定
社
会
保
険
労
務
士
と
臨
床
心

理
士
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
座
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
。

□
第
四
講

九
月
一
一
日
�

演
題
�
「
労
働
時
間
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
」

講
師
�
特
定
社
会
保
険
労
務
士

若

杉
由
加
里
氏

参
加
者
�
二
七
名

主
な
テ
ー
マ
�

○
従
業
員
の
健
康
管
理
と
労
働
時
間

管
理

○
労
働
時
間
管
理
の
法
律
知
識

○
長
時
間
労
働
解
消
の
た
め
の
労
務

管
理
（
長
時
間
労
働
と
疾
病
の
関

係
、
産
業
医
等
の
活
用
）

○
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
の
概

要

□
第
五
講

九
月
一
六
日
�

演
題
�
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状

と
対
策
」

講
師
�
臨
床
心
理
士

真
下
り
か
氏

参
加
者
�
二
九
名

主
な
テ
ー
マ
�

○
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
要
因
と

ス
ト
レ
ス
反
応

○
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

必
要
性
、
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る

役
割

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
気
づ

き
と
対
応

○
職
場
復
帰
に
お
け
る
支
援
の
進
め

方

講演する渥美由喜氏

開会挨拶をする埼玉労働局
木幡繁嗣総務部長

１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た

「均等推進企業部門」埼玉労働局長優良賞を受賞した
左から杏樹会、埼玉縣信用金庫、川口信用金庫

第
４
講

特
定
社
会
保
険
労
務
士

若
杉
由
加
里
講
師

第
５
講

臨
床
心
理
士

真
下
り
か
講
師

― ７ ―
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こ
の
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
温
厚
な
人
柄
が
垣

間
見
ら
れ
心
が
和
む
。
不
思
議
な
雰
囲
気
と
魅
力
を

も
っ
た
人
で
あ
る
。

「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
や
、
新

た
な
ひ
ら
め
き
が
生
ま
れ
た
時
は
と
て
も
楽
し
い
」

と
に
こ
や
か
に
語
る
。
常
に
新
鮮
な
発
想
を
思
い
描

き
、
日
常
を
過
ご
す
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
よ

う
で
あ
る
。

前
田
知
憲
（
ま
え
だ
と
も
の
り
）
㈱
ハ
ー
ベ
ス
代

表
取
締
役
は
、
佐
賀
県
の
伊
万
里
市
出
身
。
高
校
ま

で
佐
賀
で
過
ご
し
、
大
学
進
学
の
た
め
単
身
上
京
。

法
学
部
に
入
学
し
た
が
、
電
器
店
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
生
活
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
稼
い
だ
お
金
で
憧
れ
の

車
を
購
入
し
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
、
模
型
飛
行

機
を
つ
く
り
大
会
に
出
場
し
た
り
と
、
と
に
か
く
好

き
な
こ
と
に
は
夢
中
に
な
る
タ
イ
プ
。
さ
ら
に
、
新

し
も
の
好
き
で
趣
味
や
興
味
の
幅
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら

む
と
い
う
。
結
果
的
に
は
そ
の
よ
う
な
性
格
が
前
田

社
長
の
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
と

な
る
。

大
学
卒
業
後
、
特
殊
潤
滑
剤
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。

営
業
職
で
入
社
し
た
が
、
実
際
は
何
で
も
屋
だ
っ
た
。

当
時
は
従
業
員
十
名
程
度
の
会
社
だ
っ
た
た
め
、
ま

か
な
い
食
の
当
番
か
ら
、
化
学
実
験
の
手
伝
い
な
ど
、

一
番
若
年
だ
っ
た
た
め
何
で
も
や
ら
さ
れ
た
。
自
分

が
思
い
描
い
た
社
会
人
生
活
と
は
か
け
離
れ
て
い
た

が
、
あ
ま
り
辛
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
。「
む
し
ろ
、

大
き
な
組
織
よ
り
も
中
小
企
業
で
色
々
な
こ
と
を
経

験
し
た
方
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
」
と
感
じ
た
。

就
職
後
五
年
間
、
自
分
な
り
に
創
意
工
夫
し
な
が

ら
、
営
業
活
動
や
新
製
品
開
発
な
ど
で
実
績
を
あ
げ

た
。
し
か
し
、
小
さ
な
組
織
ゆ
え
の
ワ
ン
マ
ン
経
営

体
質
と
従
業
員
の
扱
い
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
考
え

に
折
り
合
い
が
悪
く
な
り
、「
も
し
自
分
が
独
立
し

た
ら
ま
ず
『
人
』
を
大
切
に
す
る
企
業
に
し
た
い
」

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
二
九
歳
で
退
職
、
そ
の

翌
月
に
は
㈱
ハ
ー
ベ
ス
を
設
立
し
た
。

起
業
に
際
し
て
は
、
前
職
で
知
り
合
っ
た
取
引
先

の
社
長
が
協
力
し
て
く
れ
た
り
、
妻
、
父
な
ど
の
理

解
も
得
て
何
と
か
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
当
時
は
ま

だ
主
流
で
は
な
か
っ
た
ド
ラ
イ
潤
滑
剤
が
将
来
的
に

は
必
ず
需
要
が
伸
び
る
と
確
信
し
て
い
た
。「
独
立

当
事
は
ミ
ニ
四
駆
ブ
ー
ム
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
た
。
自
分
も
学
生
時
代
模

型
づ
く
り
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ニ
四

駆
に
も
興
味
を
持
っ
た
。
駆
動
輪
な
ど
の
潤
滑
剤
と

し
て
自
分
が
開
発
し
た
ド
ラ
イ
潤
滑
剤
が
最
適
で
は

な
い
か
と
思
い
、
タ
ミ
ヤ
模
型
に
売
り
込
み
採
用
さ

れ
た
」
と
当
事
を
ふ
り
か
え
り
、「
学
生
時
代
学
業

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
が
少
し
は

役
に
た
っ
た
」
と
照
れ
笑
い
し
た
。

起
業
か
ら
十
年
は
開
発
し
た
試
作
品
の
製
品
化
や

販
路
開
拓
な
ど
で
一
人
奔
走
、
苦
労
し
た
と
い
う
。

前
田
社
長
と
会
話
し
て
い
る
と
苦
労
も
苦
労
話
に
聞

こ
え
な
い
た
め
本
人
に
確
認
す
る
と
、「
好
き
な
こ

と
や
自
分
が
決
め
た
こ
と
を
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ

ま
り
苦
労
と
は
感
じ
な
か
っ
た
」
と
語
り
、「
む
し

ろ
家
族
を
は
じ
め
周
囲
の
人
た
ち
の
協
力
に
対
し
、

今
更
な
が
ら
感
謝
す
る
」
と
ふ
り
か
え
っ
た
。

新
し
い
も
の
好
き
で
根
っ
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン

と
自
負
す
る
社
長
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
開
発
し
た
画
期
的
な
ド
ラ
イ
潤
滑
剤
の
用
途
に
つ

い
て
も
閃
き
が
お
こ
り
、
ま
ず
カ
メ
ラ
な
ど
の
光
学

機
器
メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
み
採
用
、
高
く
評
価
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
自
信
を
持
ち
そ
の
後
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｍ

Ｄ
な
ど
の
Ａ
Ｖ
機
器
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
や
コ
ピ

ー
機
な
ど
の
事
務
機
器
、
そ
し
て
パ
チ
ン
コ
台
や
自

動
車
電
装
部
品
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
み
、
各

メ
ー
カ
ー
も
使
用
実
験
か
ら
従
来
品
と
は
異
な
る
品

質
と
使
い
勝
手
の
良
さ
を
体
感
し
採
用
。
次
々
と
販

路
を
拡
大
し
た
。

そ
の
後
、
信
頼
と
品
質
を
勝
ち
取
っ
た
ハ
ー
ベ
ス

の
ド
ラ
イ
潤
滑
剤
は
売
上
を
伸
ば
し
、
現
在
で
は
売

上
高
三
〇
億
円
を
越
え
、
国
内
に
四
つ
の
工
場
、
海

外
で
も
ソ
ウ
ル
に
支
店
、
香
港
、
上
海
、
米
国
に
現

地
法
人
を
開
設
す
る
企
業
に
ま
で
成
長
し
た
。

社
長
は
、「
と
に
か
く
人
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や

り
た
い
。
潤
滑
剤
と
い
う
本
業
だ
け
で
は
な
く
、
ま

だ
ま
だ
色
々
な
ア
イ
デ
ア
が
沸
い
て
く
る
」
と
目
を

輝
か
せ
た
。
実
際
、
普
通
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

で
は
な
く
、
福
島
の
奥
会
津
で
天
然
炭
酸
水
の
源
泉

か
ら
採
取
し
た
天
然
水
を
商
品
化
す
る
技
術
を
開
発

し
、
新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
の
展
開
を
す
す
め
、

今
後
は
地
ビ
ー
ル
な
ど
の
製
造
も
視
野
に
入
れ
た
い

と
い
う
。
ア
イ
デ
ア
と
夢
は
ま
す
ま
す
膨
ら
む
。

そ
し
て
、
二
九
歳
で
独
立
し
た
と
き
に
決
意
し
た

と
お
り
、「
人
」
を
大
切
に
す
る
心
を
持
ち
続
け
た

い
と
い
う
。
会
社
方
針
は
『
日
本
一
社
員
満
足
度
の

高
い
会
社
を
目
指
す
！
』。「
社
員
満
足
度
を
あ
げ
、

社
員
が
楽
し
く
仕
事
を
し
、
幸
せ
を
感
じ
る
会
社
を

つ
く
る
こ
と
が
社
長
と
し
て
の
使
命
の
ひ
と
つ
」
と

胸
を
張
り
、「
関
わ
っ
た
人
と
は
Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｅ
で
は
な
く
、
Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
関
係
性

で
い
た
い
。
長
い
目
で
み
る
と
い
つ
か
は
自
分
に
か

え
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
温
厚
な
人
柄
を
覗

か
せ
た
。

ご
家
族
は
妻
と
二
人
の
娘
、
趣
味
は
車
の
運
転
と

飲
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ゴ
ル
フ
。
土
日
の
家
族
サ

ー
ビ
ス
も
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
三
三
年
六
月
生
ま
れ

佐
賀
県
出
身

昭
和
五
八
年
三
月

駒
澤
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
五
八
年
四
月

関
東
化
成
㈱
入
社

昭
和
六
三
年
三
月

関
東
化
成
㈱
退
社

昭
和
六
三
年
四
月

㈱
ハ
ー
ベ
ス
設
立

代
表
取
締
役
就
任

現
在
に
至
る

株
式
会
社
ハ
ー
ベ
ス

代
表
取
締
役

前
田
知
憲
氏

株
式
会
社
ハ
ー
ベ
ス

代
表
取
締
役
前
田
知
憲
氏

― ８ ―
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ハ
ー
ベ
ス
は
１
９
８
８
年
４
月
東
京

都
に
株
式
会
社
ハ
ー
ベ
ス
を
設
立
し
、

そ
の
年
に
グ
リ
ー
ス
「
ハ
イ
ル
ー
ブ
」

を
発
売
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
速
乾
性
ド
ラ
イ
潤
滑
剤

「
ド
ラ
イ
サ
ー
フ
」
の
開
発
に
成
功
、

販
売
開
始
、
１
９
９
２
年
７
月
さ
い
た

ま
市
に
本
社
を
移
転
し
て
、
本
年
で
２７

期
の
事
業
年
度
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
工
業
用
フ
ッ
素
系

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
「
デ
ュ
ラ
サ
ー
フ
」

の
製
造
販
売
を
開
始
し
て
、
当
社
の
事

業
の
大
き
な
柱
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
新
た
な
事
業
を
立

ち
上
げ
る
た
め
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
経
産
省

管
轄
）
の
支
援
に
よ
る
新
技
術
開
発
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
事
業
の
発
展
と
と

も
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
認
証
を
取
得
、
さ
い
た
ま
市

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
」
企
業
と
い

っ
た
数
々
の
認
証
を
取
得
。
海
外
に
も

積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
り
、
韓
国
に

支
店
を
設
立
、
上
海
と
香
港
そ
し
て
２

０
１
３
年
に
米
国
に
現
地
法
人
を
設
立

し
て
世
界
に
販
売
網
を
伸
ば
し
て
お
り

ま
す
。

■
潤
滑
剤
事
業

Ｏ
Ａ
機
器
、
Ａ
Ｖ
機
器
、
カ
メ
ラ
を

は
じ
め
と
す
る
電
子
・
精
密
機
器
な
ど

の
速
乾
性
ド
ラ
イ
潤
滑
剤
や
自
動
車
電

装
部
品
を
中
心
と
し
た
車
載
機
器
用
の

高
性
能
グ
リ
ー
ス
を
ご
提
供
し
て
い
ま

す
。

■
フ
ッ
素
化
学
品
事
業

オ
リ
ジ
ナ
ル
合
成
し
た
特
殊
な
フ
ッ

素
樹
脂
を
、
不
燃
性
の
フ
ッ
素
系
溶
剤

に
溶
解
し
用
液
化
し
た
フ
ッ
素
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
剤
を
開
発
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
、
モ
バ
イ
ル
機

器
、
デ
ジ
カ
メ
、
ム
ー
ビ
ー
な
ど
の
実

装
基
板
防
湿
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
、
撥
水

撥
油
剤
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
包
装
・
充
填
事
業
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）

お
客
様
の
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
潤
滑

剤
・
グ
リ
ー
ス
・
洗
浄
剤
等
の
各
種
容

器
（
金
属
チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ

ュ
ー
ブ
、
ガ
ラ
ス
・
樹
脂
等
の
ボ
ト
ル

他
）
へ
の
充
填
加
工
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

■
天
然
水
事
業

福
島
県
・
奥
会
津
天
然
炭
酸
水
胃
健

冷
鉱
泉
の
源
泉
か
ら
採
取
さ
れ
た
炭
酸

水
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「aQ
aizu

」
は
、
温
泉
分
析
書
を
伴
っ

た
、
大
変
珍
し
い
天
然
の
炭
酸
水
で
す
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
社
会
貢
献

ハ
ー
ベ
ス
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
『
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
』
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

重
点
施
策
と
し
て
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
社
員
一
人

ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち

な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た

す
と
と
も
に
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」

を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
社
員
の
仕
事
と
育
児

の
両
立
を
支
援
（
子
育
て
休
暇
、
短
時

間
勤
務
の
実
施
）、
社
員
総
会
の
開
催

（
毎
年
６
月
開
催
）、
高
齢
者
の
積
極

的
活
用
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
等
々
で

す
。

会員企業紹介

人人
をを
大大
切切
にに
すす
るる企企業業

のの
実実
現現

株式会社
ハーベス

― ９ ―



今
年
で
三
五
回
目
を
迎
え
た
「
小
笠
原
〜

き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜
洋
上
研
修
」
は
、

七
月
、
八
月
、
九
月
の
事
前
集
合
研
修
お
よ

び
通
信
教
育
を
終
え
、
当
初
九
月
二
七
日
〜

十
月
二
日
の
六
日
間
で
小
笠
原
洋
上
・
島
内

研
修
予
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
便
は
台
風

十
七
号
の
影
響
に
よ
り
三
日
遅
れ
の
九
月
三

〇
日
発
に
変
更
と
な
り
、
洋
上
・
島
内
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
遂
行
上
日
程
を
延
期
と
し
た
。

当
初
日
程
か
ら
二
週
間
延
期
し
た
十
月
十

日
〜
十
五
日
の
便
で
、
研
修
生
三
六
名
、
ス

タ
ッ
フ
八
名
の
総
勢
四
四
名
の
研
修
団
を
編

成
し
、
小
笠
原
往
復
の
船
内
研
修
と
小
笠
原

村
・
父
島
で
の
島
内
研
修
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
い
、
無
事
終
了
し
た
。

延
期
日
程
で
も
、
本
年
の
世
界
最
強
と
な

っ
た
ス
ー
パ
ー
台
風
一
九
号
の
影
響
を
受
け
、

往
路
の
十
日
夜
半
か
ら
父
島
到
着
の
十
一
日

昼
ご
ろ
ま
で
波
高
五
メ
ー
ト
ル
に
う
ね
り
も

加
わ
り
、
研
修
生
は
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
、

復
路
も
台
風
通
過
の
余
波
か
ら
う
ね
り
が
残

り
、
船
内
で
の
洋
上
研
修
は
一
部
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
止
や
時
間
の
短
縮
な
ど
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
往
復
の
洋
上
研
修
は
波
の
影
響
が

少
な
い
海
域
・
時
間
帯
で
の
集
中
講
義
や
研

修
生
の
頑
張
り
も
あ
り
、「
目
標
設
定
」
や

「
成
果
と
課
題
の
ふ
り
か
え
り
」、「
ア
ド
バ

イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
」
な
ど
洋
上
船

内
研
修
で
の
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

出
航
の
十
月
十
日
�
、
東
京
竹
芝
桟
橋
を

定
刻
に
出
航
し
た
お
が
さ
わ
ら
丸
は
荒
波
を

越
え
翌
十
一
日
�
、
予
定
よ
り
一
時
間
遅
れ

の
十
二
時
三
〇
分
に
父
島
到
着
、
片
道
二
六

時
間
半
の
船
旅
と
な
っ
た
。
亜
熱
帯
気
候
の

小
笠
原
は
通
常
十
一
月
頃
ま
で
は
内
地
の
真

夏
と
同
様
三
〇
℃
前
後
の
気
温
と
な
る
が
、

到
着
し
た
日
は
台
風
の
影
響
か
曇
天
と
風
で
、

気
温
も
二
五
℃
程
度
と
肌
寒
さ
さ
え
感
じ
る

気
候
だ
っ
た
。

例
年
は
港
に
停
泊
す
る
お
が
さ
わ
ら
丸
で

の
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
で
小
笠
原
で
の
三
日
間
を

過
ご
す
こ
の
研
修
だ
が
、
今
回
は
台
風
か
ら

の
う
ね
り
の
影
響
で
船
で
の
宿
泊
は
で
き
な

く
な
り
、
研
修
団
一
行
は
数
件
の
民
宿
や
ペ

ン
シ
ョ
ン
へ
の
分
宿
と
な
っ
た
。

小
笠
原
の
島
内
研
修
で
は
、
初
日
夜
は
雨

天
の
た
め
星
空
見
学
会
は
中
止
し
た
が
、
そ

の
他
の
島
内
見
学
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
現

地
交
歓
会
、
ラ
リ
ー
表
彰
式
、
課
外
活
動
、

た
こ
の
葉
細
工
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

予
定
通
り
行
い
、
滞
在
後
半
の
十
三
日
か
ら

最
終
日
の
十
四
日
は
、
日
中
は
晴
れ
間
も
み

ら
れ
小
笠
原
本
来
の
気
候
も
体
感
し
、
野
外

で
の
活
動
を
終
え
た
研
修
生
は
日
焼
け
も
あ

り
逞
し
く
変
貌
し
た
。

三
五
年
と
い
う
歴
史
を
も
つ
こ
の
研
修
は
、

六
〜
七
名
で
チ
ー
ム
編
成
、
洋
上
研
修
も
含

め
六
日
間
寝
食
を
共
に
す
る
。
そ
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標
設
定
と
達
成
度
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
問
題
解
決
、
異
業
種
交

流
な
ど
を
船
内
洋
上
研
修
と
島
内
体
験
学
習

に
よ
り
実
践
す
る
。

ま
た
、
毎
年
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
く

小
笠
原
村
の
村
民
の
方
と
ふ
れ
合
い
、
伝
統

芸
能
の
披
露
や
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
紹
介

し
て
い
た
だ
く
。

十
月
十
二
日
�
に
行
わ
れ
た
現
地
の
方
と

の
交
歓
会
で
は
、
森
下
一
男
小
笠
原
村
長
、

安
藤
光
一
小
笠
原
村
商
工
会
長
、
金
子
隆
小

笠
原
村
観
光
協
会
長
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
や

乾
杯
の
発
声
な
ど
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

各
団
体
の
職
員
や
郷
土
芸
能
の
団
体
の
方
な

ど
多
く
の
方
も
参
加
し
懇
親
を
は
か
っ
た
。

郷
土
芸
能
で
は
一
二
〇
名
と
い
う
団
員
を

有
す
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
本
格

的
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
、
そ
し
て
、
迫
力

あ
る
小
笠
原
太
鼓
の
演
奏
、
さ
ら
に
東
京
都

第
三
五
次
小
笠
原
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
洋
上
研
修

荒
波
を
乗
り
越
え
洋
上

島
内
研
修
を
延
期
日
程
で
実
施

１０．１０乗船（期待と不安を胸に）

第３５次小笠原洋上研修団

１０．１０洋上研修

―１０―



往往
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

小小
笠笠
原原
・・
父父
島島
島島
内内
でで
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

復復
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南

洋
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。
毎
年
研

修
団
と
の
共
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
郷
土

芸
能
の
皆
さ
ん
は
、
今
年
も
我
々
研
修
団
を

温
か
く
迎
い
い
れ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
太
鼓
で

飛
び
入
り
の
共
演
、
そ
し
て
、
南
洋
踊
り
で

は
研
修
団
全
員
が
加
わ
り
一
緒
に
踊
り
を
楽

し
ん
だ
。

小
笠
原
洋
上
研
修
は
、
こ
れ
ら
、
洋
上
で

の
船
内
研
修
や
世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
の
大

自
然
と
い
う
非
日
常
空
間
で
自
ら
の
き
づ

き
・
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、
自
己
革
新
を
始

動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
。
ま
た
、
十
二

月
ま
で
実
施
さ
れ
る
約
五
か
月
間
に
お
よ
ぶ

研
修
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
心
構
え
を
学
び
、
自
社
で
の
実
践
に

活
か
す
た
め
の
き
っ
か
け
を
提
供
、
さ
ら
に

異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
研
修
で

あ
る
。

十
月
十
日
�
〜
十
五
日
�

①
結
団
式
〜
乗
船

②
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ス
タ
ッ
フ
紹
介
・

メ
ッ
セ
ー
ジ

③
チ
ー
ム
の
行
動
指
針
と
個
人
目
標
設
定

ａ
�
作
成
方
法
・
手
順
の
説
明

ｂ
�
チ
ー
ム
の
行
動
指
針
と
個
人
目
標
の

確
認
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
約
束
宣

言
）

ｃ
�
チ
ー
ム
行
動
指
針
の
発
表
と
ふ
り
か

え
り

④
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―
一

（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理
解
）

⑤
目
標
設
定
の
総
括

⑥
役
割
担
当
者
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

十
月
十
一
日
�
〜
十
四
日
�

①
島
内
見
学

②
南
洋
踊
り
練
習

③
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説

④
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
チ
ー
ム
対
抗
野
外
体

験
学
習
）

⑤
現
地
交
歓
会

⑥
ラ
リ
ー
表
彰
式

⑦
課
外
活
動

⑧
「
た
こ
の
葉
細
工
」
体
験

⑨
研
修
団
記
念
撮
影

な
ど

十
月
十
四
日
�
〜
十
五
日
�

①
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え
り

②
島
内
研
修
の
ふ
り
か
え
り

③
研
修
で
の
成
果
と
反
省

ａ
�
チ
ー
ム
行
動
指
針
の
ふ
り
か
え
り

ｂ
�
達
成
度
と
課
題
の
発
表

④
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―
二

（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理
解
）

⑤
行
動
開
発
計
画
表
の
解
説
と
能
力
要
件
の

ふ
り
か
え
り

⑥
研
修
の
総
括
と
ま
と
め
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

の
コ
メ
ン
ト

⑦
解
団
式
〜
下
船

小
笠
原
洋
上
研
修
の
概
要

こ
の
研
修
は
、
本
会
が
「
次
代
を
担
う
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
職
場
リ
ー
ダ

ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
対
象
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・

自
己
参
画
型
研
修
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

今
年
で
三
十
五
年
目
を
迎
え
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基

本
を
事
前
研
修
や
通
信
教
育
で
学
び
、
さ
ら

に
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
世
界
自
然
遺
産
と
な

っ
た
「
小
笠
原
」
と
い
う
非
日
常
空
間
で
体

験
的
に
学
習
す
る
。
参
加
者
は
今
次
も
含
め

て
過
去
二
、
二
〇
〇
名
を
越
え
る
実
績
が
あ

る
。

■
実
施
期
間
�
平
成
二
十
六
年
七
月
〜
十
二

月■
研
修
団
派
遣
地
�
東
京
都
小
笠
原
村
・
父

島■
研
修
使
用
船
�
小
笠
原
海
運
㈱
お
が
さ
わ

ら
丸

六
、
七
〇
〇
ト
ン

■
参
加
者
�
一
九
社
・
三
七
名

■
第
三
十
五
次
洋
上
研
修
団
�
四
四
名

■
協
賛（
順
不
同
）�
小
笠
原
村
、
小
笠
原
村

商
工
会
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
、
小
笠
原
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
日
通
旅
行
、

小
笠
原
海
運

第
三
十
五
次
研
修
日
程
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

六
月
〜

通
信
教
育
受
講
・
提
出

テ
キ
ス
ト
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
・

メ
ン
バ
ー
の
育
成
と
活
用
」

◇
第
一
回
集
合
研
修
・
七
月
二
八
日

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
の
ね
ら
い
と
目
標

研
修
概
要
の
説
明

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
認

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
①

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義

①
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
対
人
関
係
能

力
」

演
習
と
ふ
り
か
え
り

②
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
実
習
」

個
人
ワ
ー
ク
〜
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

＊
通
信
教
育

学
習
の
す
す
め
方

＊
課
題
「
職
場
活
性
度
診
断
」

◇
第
二
回
集
合
研
修
・
八
月
二
五
日

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
と
演
習

「
管
理
監
督
者
の
基
本
的
役
割
」

「
職
場
活
性
度
診
断
・
相
互
紹
介
」

「
管
理
監
督
行
動
の
基
本
」（
Ｃ
Ｃ
テ
ス

ト
・
理
解
促
進
討
議
）

「
組
織
管
理
の
原
則
と
実
践
行
動
」

・
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
実
践

・
効
果
的
部
下
指
導
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・
問
題
解
決
と
業
務
統
制

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
②

＊
課
題
「
状
況
対
応
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

自
己
診
断

◇
第
三
回
集
合
研
修
・
九
月
八
日

＊
ワ
ー
ク

「
役
割
担
当
者
等
討
議
・
決
定
・
発
表
」

＊
講
義

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
の
自
己
認
知
」

＊
個
人
ワ
ー
ク
・
解
説

「
Ｔ
Ａ
エ
ゴ
グ
ラ
ム
―
自
我
状
態
の
分

析
」

＊
講
義
・
ワ
ー
ク

「
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
要
件
」

「
能
力
要
素
別
の
自
己
分
析
」

「
リ
ー
ダ
ー
（
私
の
）
行
動
目
標
の
設
定
」

「
相
互
理
解
／
相
互
啓
発
」

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
①

基
本
ル
ー
ル
と
注
意
事
項
な
ど

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
③

＊
通
信
教
育
進
捗
状
況
説
明

＊
課
題
「
私
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
開

発
」
挑
戦
目
標

◇
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
十
日
〜
十
五
日
（
六
日
間
）

〔
概
要
は
前
述
〕

◇
第
四
回
集
合
研
修
・
十
二
月
二
日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
〜
職
場
実
践
へ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
〜

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
り
か
え
り
研
修
」

＊
講
義

「
行
動
開
発
計
画
表
発
表
準
備
・
指
導
」

＊
発
表

「
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表
」

「
行
動
開
発
計
画
表
ま
と
め
」
〜
参
加
上

司
コ
メ
ン
ト

＊
ま
と
め

「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
像
」
〜
研
修
総

括
・
ま
と
め

＊
通
信
教
育
・
洋
上
研
修
修
了
式

＊
第
三
五
次
修
了
パ
ー
テ
ィ

第３５次スタッフ

―１１―



第３５次 小笠原洋上・島内研修 参加者およびスタッフ名簿
〔参加者〕企業名５０音順

企 業 名 参加者

アイル・コーポレーション㈱
小川 功

松浦 公則

AGS㈱
浅野 慎也

木崎純太郎

クリーンシステム㈱
柴田 一也

塩入 大輔

㈱コーセー 狭山事業所 森 正行

サイデン化学㈱

松岡 誠一

大田和 弘

大西 信明

㈱トッパンマテリアルプロダクツ 工藤 洋平

㈱トッパンコミュニケーション
プロダクツ

西牟田慎吾

染谷 隼

㈱トッパン・テクニカル・デザインセンター 久住 一樹

日信ソフトエンジニアリング㈱

金子 直樹

芳本 貴男

腰山 一

㈱日本キャンパック 横山 一嘉

企 業 名 参加者

㈱日本キャンパック

大野 秀樹

橋本 和也

松澤 優和

日本信号㈱
山井 亮平

河合 健

日本畜産興業㈱ 井上 洋之

初雁興業㈱ 木下 眞阿

㈱ハーベス
鈴木 健太

清水 悠

㈱ビージーエンジニアリング 高橋 武弘

㈱ピックルスコーポレーション
近藤 栄作

飯野 潤

武州ガス㈱
西田 健

高田佐登史

武州産業㈱ 小林 保朗

（社福）隼人会 まきば園 �田 博志

（社福）隼人会 岩槻まきば園 新井 大助

（社福）隼人会 鴻巣まきば園 吉野 隆広

〔スタッフ（洋上・島内研修スタッフ）〕

所属・役職氏 名役 割

㈱エイデル研
究所
人材育成推進
部研究員

遠藤 紀彦講 師

（社福）隼人会
まきば園
サービス相談
室主任

本橋 隆行

研修・運営

日通旅行㈱
団体営業部営
業第四課係長

阿部 雅一

日通旅行㈱
団体営業部営
業第四課

富永 良子

小笠原海運㈱
営業部長奥田 勝巳

（一社）埼玉県
経営者協会
事務局次長

宮田 信久事務局・
団長代行

（一社）埼玉県
経営者協会
研修主幹

出井 孝一

事 務 局
（一社）埼玉県
経営者協会
総務課主事

町田 恭子

９．８第３回集合研修

１０．１２現地交歓会（全員で南洋踊り）

１０．１５チーム目標のふりかえりと発表

８．２５第２回集合研修

１０．１２ウォークラリーゴールシーン

１０．１４現地観光船の見送り

７．２８第１回集合研修

１０．１０アドバイスカードの作成・交換

１０．１２森下一男小笠原村長歓迎挨拶

―１２―



埼
玉
県
の
最
低
賃
金

（
平
成
２
６
年
度
）

埼
玉
県
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

埼
玉
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
下
記
の

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
人
を

除
く
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

8
0
2

２
６
．１
０
．１

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

次
の
人
達
に
は
、
上
記
の
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

非
鉄
金
属
製
造
業

（
非
鉄
金
属
第
１
次
製
錬
・
精
製
業
、
非
鉄
金
属
素
形
材

製
造
業
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
造
業
を
除
く
。）

8
5
4

１
．
１８
歳
未
満
又
は
６５
歳
以
上
の
者

２
．
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、

技
能
習
得
中
の
も
の

３
．
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
や
手
作
業
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
．
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
手
作
業
に
よ
る

包
装
、
袋
詰
め
、
箱
詰
め
又
は
運
搬
の

作
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

２
６
．１
２
．１

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
（
心
電
計
製
造
業
を
除
く
）
を

除
く
。）

8
5
9

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

（
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業
及
び

そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
（
自
転
車
・
同
部
分

品
製
造
業
を
除
く
）
を
除
く
。）

8
7
0

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業

8
7
0

各
種
商
品
小
売
業

（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売
す
る
事
業

が
該
当
す
る
。）

8
2
1

自
動
車
小
売
業

（
二
輪
自
動
車
小
売
業
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）
を

除
く
。）

8
6
9

（
注
１
）
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
手
当
、
臨
時
又
は
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
２
）
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
人
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
特
例
許
可
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

― １３―



青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会九月

例
会
開
催

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

全
国
大
会
決
起
十
月
例
会
開
催

青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九

月
十
二
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
九
階
９
０
２
号
室
に
お
い
て
二
十

一
名
が
参
加
し
、
も
し
も
ん
㈱

代
表

取
締
役
社
長

栗
原
志
功
氏
の
講
演
と

「
和
楽
」
で
の
懇
親
会
の
二
部
構
成
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
矢
部
利
人
副
部
会
長
（
丸

和
工
業
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執

り
行
わ
れ
た
。

開
会
で
藤
池
一
誠
部
会
長（
デ
サ
ン
・

社
長
）
は
今
回
、
副
部
会
長
の
栗
原
社

長
の
講
演
で
も
あ
る
の
で
、
皆
様
か
ら

大
い
に
質
問
等
を
出
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
積
極
的
な
討
論
を
通
じ
て
、

栗
原
社
長
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
雰
囲

気
の
講
演
会
に
し
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

そ
の
後
講
演
会
に
移
り
、
小
・
中
学

校
時
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

仕
事
は
、
携
帯
電
話
の
路
上
販
売
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
五
十
一
店
舗

を
運
営
す
る
に
ま
で
至
っ
た
過
程
を
話

さ
れ
た
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
戦
略
の
一

つ
に
店
名
が
あ
り
、
大
宮
で
は
「
も
し

も
し
モ
ン
キ
ー

ル
ー
大
宮
！
ト
ゥ
ギ

ャ
ザ
ー
し
ょ
う
ぜ
！
店
」（
大
宮
を
タ

レ
ン
ト
の
ル
ー
大
柴
、に
か
け
て
い
る
）、

茨
城
県
守
谷
で
は
「
茨
城
守
谷
が
っ
て

行
こ
う
ぜ
店
」（
守
谷
を
盛
り
あ
が
っ

て
、
に
か
け
て
い
る
）
な
ど
で
あ
る
。

一
見
ユ
ニ
ー
ク
過
ぎ
る
き
ら
い
も
あ
る

が
、
通
常
の
店
名
で
は
、
先
発
大
手
の

一
般
的
な
店
舗
と
変
わ
ら
ず
、
大
手
と

同
じ
よ
う
な
顧
客
し
か
来
店
し
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
様
な
ユ
ニ
ー
ク
な
店
名

で
あ
れ
ば
、
大
手
販
売
店
と
は
、
相
違

し
た
顧
客
が
来
店
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
、
強
か
な

戦
略
を
取
り
、
先
発
大
手
と
は
、
同
じ

土
俵
に
上
が
ら
な
い
考
え
で
も
あ
る
。

最
後
も
、
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
新
進

気
鋭
の
起
業
家
ら
し
く
、
経
営
は
「
で

き
る
か
な
？
」
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
、
や
る
ん

だ
ょ
、
と
、
ユ
ニ
ー
ク
に
講
演
を
結
ば

れ
た
。

そ
の
後
、
坂
本
哲
朗
幹
事
（
カ
ツ
ミ

テ
ク
ノ
・
専
務
）
よ
り
、
謝
辞
が
行
わ

れ
、
第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
会
場
を
居
酒

屋
「
和
楽
」
に
移
し
、
臼
田
和
弘
幹
事

（
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
・
社
長
）

の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
眞
子

岳
志
副
部
会
長
（
真
工
社
・
社
長
）
に

よ
り
、
乾
杯
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、
新
会
員
の
大
井
貴
博
氏

（
保
坂
商
店
・
常
務
）、
の
紹
介
が
あ
り
、

和
気
藹
々
の
懇
親
会
が
続
い
た
。

最
後
に
、
内
藤

岳
副
部
会
長
（
内

藤
環
境
管
理
・
常
務
）
に
よ
る
挨
拶
・

中
締
め
が
行
わ
れ
、
九
月
例
会
は
盛
会

裏
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
全
国
大
会
決
起

十
月
例
会
が
十
月
二
十
日
�
午
後
、
第

三
十
九
回
経
営
者
協
会
青
年
部
全
国
大

会
の
会
場
と
な
る
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
二
十
六
名
が
参
加
し
、
ゴ
ル

フ
委
員
会
（
会
場
は
経
営
者
協
会
事
務

室
、
参
加
者
は
八
名
）、
役
員
会
、
準

備
会
、
懇
親
会
の
四
部
構
成
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

ゴ
ル
フ
委
員
会
で
は
、
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
会
場

の
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
を
十
六

組
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
吉
野
寛
治
特

別
会
員
（
吉
野
電
化
工
業
・
社
長
）
に

も
、
会
議
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
組

み
合
わ
せ
、
ル
ー
ル
、
バ
ス
の
乗
り
合

わ
せ
等
々
、
詳
細
を
合
議
し
た
。

役
員
会
及
び
準
備
会
は
、
会
場
を
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
に
移
し
行
な
わ
れ
、
式
次

第
の
最
終
確
認
、
二
次
会
の
方
式
変
更

及
び
会
場
の
選
定
、
部
会
員
の
担
当
割
、

懇
親
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
々
、

詳
細
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
の
三
階
、
四
階
の
会
場
を
視
察
し

た
。続

い
て
行
な
わ
れ
た
懇
親
会
で
、
藤

池
部
会
長
は
、
全
国
の
青
年
部
会
会
員

に
、
埼
玉
県
の
良
さ
と
、
当
会
の
部
会

員
の
お
も
て
な
し
の
心
を
、
十
二
分
に

感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
挨
拶
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
会
懇
親
会
で
提
供
さ
れ
る

料
理
、
飲
物
等
々
を
試
食
・
試
飲
し
、

意
見
を
交
換
し
た
。

最
後
に
、
望
月

諭
会
計
監
事
（
望

月
印
刷
・
社
長
）
に
よ
り
中
締
め
が
行

な
わ
れ
、
決
起
大
会
は
成
功
裏
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

講演する栗原志功氏

９月例会で挨拶する藤池一誠部会長

全国大会準備会

懇
親
会
で
挨
拶
す
る
藤
池
一
誠
部
会
長
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新新
入入
社社
員員
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ

研研
修修
をを
開開
催催

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

一
〇
月
二
〇
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問

や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
慣

れ
か
ら
の
緩
み
が
生
じ
た
り
す
る
こ
の

時
期
に
「
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考

え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

意
欲
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に

開
催
、
参
加
し
た
四
八
名
が
様
々
な
課

題
に
取
り
組
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
�
入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、

見
直
し
を
図
る

２
�
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
理
解
す
る

３
�
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
基

本
を
習
得
す
る

４
�
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役

割
を
再
確
認
す
る

５
�
正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識

と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す

る

の
５
部
構
成
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
・
古
澤
美
奈
子
人
材
教
育
研
究
所

代
表
古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を

通
し
て
体
験
的
に
理
解
頂
く
参
加
者
主

役
型
で
進
め
ら
れ
、「
体
験
と
振
り
返

り
」
を
重
ね
る
こ
と
で
気
づ
い
た
こ
と

を
職
場
で
の
具
体
的
な
実
践
に
繋
げ
る

よ
う
な
内
容
と
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
は
「
あ
な
た
に
期

待
さ
れ
る
役
割
」
と
し
て
、

１
�
積
極
的
な
取
組
み
姿
勢

２
�
仕
事
の
実
践
者

３
�
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
者

４
�
先
輩
の
補
佐
役

５
�
明
る
い
職
場
づ
く
り
の
一
員

６
�
自
己
啓
発

と
い
っ
た
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
職
場
の
中

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

特
に
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
」

に
関
し
て
学
び
、
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
振
り
返
り
で
は
、
電
話
応
対
や

名
刺
交
換
、
訪
問
時
の
マ
ナ
ー
や
言
葉

遣
い
な
ど
の
再
確
認
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
演
習
を
通
し
て
情
報
共
有
の
難
し
さ

と
大
切
さ
を
実
感
し
た
の
で
、
改
め

て
こ
ま
め
な
報
告
と
連
絡
を
忘
れ
ず

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

・
困
っ
て
い
る
こ
と
や
苦
労
し
た
こ
と

な
ど
、
自
分
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

実
感
で
き
、
や
る
気
に
繋
が
っ
た
。

・
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
情
報
の
共
有
に
関
す

る
重
要
性
を
実
感
し
た
の
で
、
意
識

し
て
業
務
に
携
わ
り
た
い
。

・
自
分
の
役
割
や
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
心
構
え
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
印
象
に
残
っ
た
。
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
、
明
確
に

意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
職
場
で
は
上
司
の
指
示
待
ち
が
多
か

っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
明
日
か
ら

は
自
分
か
ら
何
を
し
た
ら
良
い
か
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

・
も
う
一
度
初
心
に
戻
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
意
識

し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

・
改
め
て
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
確
認
で

き
た
の
で
、
明
日
か
ら
活
か
し
て
い

き
た
い
。

と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
貴

重
な
「
振
り
返
り
の
場
」
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

㈱
ア
ク
ア
テ
ル
ス
①
、
㈱
ア
ズ
企
画

設
計
⑥
、
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
㈱
④
、

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
テ
レ
コ
ン
㈱
首

都
圏
支
店
③
、
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
②
、

㈱
シ
ョ
ー
モ
ン
②
、
㈱
鈴
木
鶏
卵
Ｇ

Ｐ
セ
ン
タ
ー
①
、
太
陽
管
財
㈱
①
、

㈱
高
脇
基
礎
工
事
②
、
東
京
イ
ン
キ

㈱
⑦
、
中
原
建
設
㈱
⑥
、
日
本
容
器

工
業
㈱
①
、
㈱
プ
ラ
コ
ー
②
、
も
し

も
ん
㈱
⑨
、
㈱
雄
飛
堂
①

○
の
中
の
数
字
は
、
参
加
者
数
。
合

計
四
八
名
。

グループワークを通して気づいたことを話し合い
「気づき」として発表

名刺交換等、ビジネススキルを再確認する

積極的な取組み姿勢の重要性を再確認するための
教育ゲーム

職場での具体的実践に繋げるために、グループワ
ークでの気づきを振り返る

―１５―
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１．蛍光プローブを発現

する細胞、モデル動物

の創薬利用

２．蛍光プローブを用い

た検査キット開発

３．光学測定機器の開発

学歴・略歴

中井淳一

（なかい じゅんいち）

１９９１年 京都大学大学院

医学研究科博士課程修了、

医学博士。京都大学・医

学部医化学第二講座・助

手、岡崎国立共同研究機

構生理学研究所・液性情

報部門・助手、理化学研

究所・脳科学総合研究セ

ンター・神経回路ダイナ

ミクス研究チーム・副チ

ームリーダー、記憶学習

機構研究チーム・副チー

ムリーダーを経て、２００９

年より埼玉大学教授

脳末梢科学研究センターでの私
の研究は�脳や神経がどのように働いて、ヒトを
含む動物が周囲の状況に対応して適切な行動をと
れるのか、その元になる脳の神経回路の働きを研
究しています。�てんかんなどの神経疾患がなぜ
起こるのか原因を研究しています。�上記の研究
を進めるのに役立つ技術の開発を行っています。
今回は我々が開発した細胞の中のカルシウム
（イオン）を測る蛍光センサーについてお話しし
ます。我々の体にはカルシウムがたくさんありま
す。カルシウムの大部分は骨にあるのですが、細
胞の中にもごく微量カルシウム（イオン）があっ
て、これが非常に重要な役割を果たしています。
筋肉の収縮、心臓の収縮、胃や腸のぜんどう運動、
血圧の維持（血管の平滑筋が関係します）、ホル
モンの分泌、脳活動、からだの発育、受精などほ
とんどすべての事に細胞の中のカルシウム（イオ
ン）が関係しています。したがって、ごく簡単に
言ってしまいますと、「カルシウムの変動がわか
れば細胞の活動もわかる」と言えます。
我々は２００８年にノーベル化学賞を受賞した下村
脩博士が発見した緑色蛍光タンパク（GFP）を用
いて、カルシウム（イオン）が結合すると蛍光が

出る蛍光カルシウムセンサー（G-CaMPジーキャ
ンプと読む）を開発しました。ジーキャンプはタ
ンパク質でできています。タンパク質は細胞で作
られますが、その設計図はDNAつまり遺伝子で
す。ジーキャンプの遺伝子を細胞に取り込ませる
とその細胞はジーキャンプを作ってくれるように
なり、自ら蛍光を出して光るようになります。ジ
ーキャンプを組み込んだ動物も作ることができ、
我々の研究室では動物の神経や筋肉の活動を蛍光
観察用の顕微鏡を
通して目で見ても
見えるようになり
ました。ジーキャ
ンプは今では世界
中の多くの研究者
に利用されていま
す。脳の研究だけ
に留まらず、再生
医療の基礎的研究
や薬の効き方を調
べるためにも利用
されつつあります。

ミトコンドリアの維持に

関わる遺伝子の機能解析

は、老化・寿命に関連す

る医療・健康分野、治療

が難しいミトコンドリア

病の治療法の開発におい

て、基礎的な情報を提供

し、産業を創成できる可

能性がある。

学歴・略歴

畠山 晋

（はたけやま しん）

１９９８年３月 埼玉大学大

学院博士後期課程修了。

博士（理学）。バイオベン

チャー企業、秋田大学医

学部研究員、秋田県立大

学木材高度加工研究所研

究員を経て、２００４年１０月

より現職。専門分野：微

生物遺伝学（DNA修復、

寿命）

日本の平均寿命は、この半世紀
で３０歳も上昇している。また、近頃年齢の割に若
く見えるかたが多いようにも思える。社会情勢の
変化や、食糧事情、健康・医療などの発展による
ものであろう。言うまでもなく、永遠に若さを保
つことは不可能であり、すべての生物は老いと寿
命を受け入れなければならない。その老化には幾
つかの原因が考えられており、ミトコンドリアの
機能低下も主たる要因の一つである。ほとんどの
生物は、たとえじっとしていたとしても、絶えず
エネルギーを生み出さなければならず、ミトコン
ドリアはその大切な役割を担っている。そして、
加齢に伴いミトコンドリアの機能が落ちてくると、
例えば、酸化物が増えて細胞が錆び付きやすくな
り、老化が加速するのである。
私はアカパンカビを研究材料として、細胞の寿
命のメカニズムを解明しようとしている。普通の
アカパンカビ（野生株）は菌糸を数年間伸ばし続
けることができる。しかし、ある遺伝子に異常が
あると、２０日程度で伸長が止まって、植え継ぐこ
とができない。これらの遺伝子はミトコンドリア
の分裂と融合のバランスを保持する働きがあり、

遺伝子の異常によってこのバランスが崩れ、老化
が招かれるという考えに至った。正常な細胞にお
いて、分裂と融合のバランスは、ミトコンドリア
の「悪い部分」を淘汰するために重要である。興
味深いことに、バランスが崩れた状態は、ヒトの
場合でも老化した細胞や、パーキンソン病やレー
バー病のような治療が難しい病気で観察されてい
る。我々は他にも、幾つかの寿命の短いアカパン
カビの変異株の解析から、新しい遺伝子を見いだ
している。アカパンカビはヒトと共通したミトコ
ンドリアの維持機構を持っていると考えられてい
るが、ヒトのような倫理的制約がなく、新しい遺
伝子の探索がより容易である。この研究によって、
老化や寿命に
関する新たな
知見、そして
治療が困難な
ミトコンドリ
ア病の原因解
明なども期待
できるであろ
う。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

光で脳の活動を可視化
埼玉大学理工学研究科／脳末梢科学研究センター 中 井 淳 一 教授

アカパンカビを用いた寿命に関する遺伝子の研究
埼玉大学研究機構科学分析支援センター 畠 山 晋 准教授

左：正常なミトコンドリア、
右：断片化に偏ったミトコンドリア
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埼玉県北を中心とした歴史的建造物保存事業に研究室として
携わり、早くも１０年近い月日が経過しました。昨年は近代日本
経済の父とも称された渋沢栄一も創設に関わった「国登録有形
文化財 深谷商業高等学校記念館」の修復事業に携わりました
が、研究室所属学生と共に地道な現場調査・文献調査・類例調
査を根気強く行った結果、創建当初（大正１１年）の様相に復原
整備を図ることが適いました。これにより、フレンチ・ルネサ
ンスを基調とする外観は、現状の白色から三緑色の彩りを持つ
華やかなものに復されましたが、
外壁や窓枠などの当初材に残る
塗料痕跡や、モノクロ竣工写真
のカラー解析などの研究成果が、
復原へ導く決め手となりました。
この建物は今、現役学生や地
域住民などに開放され、積極活
用が成される洋風建築の好事例
となっています。

現在、多くの県民の方々から「やきゅうさま」と親しまれて
いる「埼玉県指定有形文化財 箭弓稲荷神社社殿」の調査研究と
修復事業に携わっています。この社の創建は古く、和銅５年と
伝えられており、一昨年には御鎮座千三百年を迎えられました。
現在の社殿は現存する棟札や普請帳などから、建立は天保１４年
と考えられます。近年、国宝に指定されました歓喜院聖天堂（熊
谷市）と同様な権現造で、内外装に彫刻を纏う装飾建築です。
八代将軍徳川吉宗の施策である倹約令などの影響で、外観は
素木となりますが、本殿内部には
極彩色が施されており、世相を知
るうえでも貴重な歴史遺産と言え
ます。
創建当初の様相も各種調査によ
って概ね明らかとなってきました
が、今秋より更に開かれた社とす
るために、積極的な新たな取り組
みを神社は検討されています。

ものつくり大学は、今年で開学１４年目
を迎えました。本学の英語名 Institute of
Technologists は、故ピーター・F・ドラ
ッカー氏によって名づけられました。「テ

クノロジスト」とは、単に理論がわかるだけでなく、高度な技
術の腕を併せ持っている人のことを言います。この名のとおり
本学は、科学・技術・技能の３つの基軸を重視し、実践的な工
学教育・研究を通して、産業界に多くの人材を送り出してまい
りました。
また、ものつくり研究情報センターは、実践的な工学教育・
研究を重視する本学の特質から産業界のお役に立つため、産学
官の連携の要として開学時に設置されました。
本学では産学連携の推進に当たって次の２点を基本指針とし
ています。
第一に、生産現場のシーズに着目し、そこを視点として企業
側と種々の検討を重ね、研究開発や生産性の向上を進めること。
第二に、産学連携を始める初期の段階から、企業側技術者と
大学側教員による話し合いを進め、問題点やイノベーションに
ついて専門的な意思の疎通を図ること。
これらの指針を受けて、本学では企業との共同研究、受託研
究、調査、実証実験などの研究委託の他、中小企業やベンチャ
ー企業向けの技術相談、産業界に向けた様々な技術セミナーを

開催してきました。
また、官学連携については、国・県と協調し、求職者向けに
は、建築CAD設計製図等のキャリアアップ訓練など、在職者
向けには、「埼玉県次世代産業カレッジ」や「ものつくり講座」
等を通じて技術支援を行っています。
そして、これらのバックボーンとして、現場に精通した企業
出身の優秀な教授陣を擁し、また、その質と豊富さにおいて国
内トップクラスといえる教育研究機器・実習設備があります。
ここ数年、産業界は急激にグローバル化が進み、ものづくり
の現場は海外にシフトし、国内にはものづくりのコアとなる製
品開発や試作あるいは日本にしかできない製品開発などが残る
と予想されます。技術開発には、情報の先進性や専門家の知識
と経験そして常に進化を遂げる現場技術との融合が必要です。
このような現状を踏まえ、本学
は積極的に県内産業界のお役に立
ちたいと考えております。どんな
ことでも気軽にものつくり研究情
報センターにご相談ください。
本学のそれぞれの分野で経験と
実績を持った優れたスタッフが解
決の力となると信じております。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

「歴史遺産を活かしたまちづくり」で埼玉を元気にする！
建設技能工芸学科 横 山 晋 一 准教授

横山 晋一（よこやま しんいち）准教授 横浜国立大学大学院。修士（芸術）。�文化財建造物保存技術協会、�立教学院立
教大学を経て、２００５年４月からものつくり大学講師、現在准教授。日本建築学会、日本建築家協会、文化財保存修復学会などに
所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８６１／yokoyama@iot.ac.jp）

ものつくり大学における産学官連携
ものつくり研究情報センター 大 島 誠一郎 主幹

大島誠一郎（おおしま せいいちろう）主幹、上智大学法学部卒業後、県庁に採用され、主に農林、産業労働、都市整備行政に
従事し、産業人材育成課長、産業労働部副部長を歴任し、２０１４年から現職に就任。（連絡先：０４８‐５６４‐３８８０／s_oshima@iot.ac.jp）

箭弓稲荷神社本殿 外観深谷商業高等学校記念館 外観
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ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
は
環
境
と

福
祉
の
分
野
で
業
況
を
拡
大
し
て

い
る
ア
イ
ル
グ
ル
ー
プ
（
六
社
、

一
社
会
福
祉
法
人
）
の
中
で
、
主

に
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
処
理
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
担
っ
て
い
る
。

ア
イ
ル
グ
ル
ー
プ
共
通
の
企
業

理
念
は
、
一
、
地
域
・
得
意
先
様

と
の
共
存
共
栄
、
二
、
信
用
は
無

限
の
財
産
、
三
、
環
境
と
福
祉
の

真
の
サ
ー
ビ
ス
追
求
で
、
グ
ル
ー

プ
内
企
業
で
理
念
を
共
有
し
な
が

ら
新
た
な
成
長
・
発
展
ス
テ
ー
ジ

に
邁
進
し
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
生
ゴ

ミ
を
堆
肥
に
し
て
販
売
す
る
と
い

う
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
い
ち
早

く
着
手
し
、
完
全
子
会
社
の
㈱
ア

イ
ル
・
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
を
設
立

し
、
今
か
ら
お
よ
そ
九
年
前
に
は

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
完

成
さ
せ
た
。
廃
棄
物
処
理
を
核
に

循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

安
心
・
安
全
で
快
適
環
境
を
創
造

す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
企
業
と
し
て

グ
ル
ー
プ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

当
社
は
、
廃
棄
物
収
集
運
搬
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、

運
転
手
も
全
員
お
客
様
担
当
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
一
人
に
一
台
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
持
た
せ
、
お
客
様
ご

と
の
廃
棄
物
の
種
類
、
重
量
な
ど

を
現
場
で
入
力
、
自
社
開
発
し
た

集
計
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
基
に
、
お
客
様
に
分
別
方

法
の
改
善
や
重
量
低
減
に
繋
が
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
コ
ス
ト
削
減

策
な
ど
の
提
案
も
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
理
念
に
掲
げ
て
い

る
地
域
社
会
貢
献
に
関
し
て
は
、

地
元
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
協
力

し
な
が
ら
新
聞
、
雑
誌
、
紙
類
、

空
き
缶
な
ど
を
収
集
・
売
却
し
、

そ
の
資
金
を
福
島
の
被
災
地
支
援

と
す
る
活
動
を
三
年
間
続
け
て
い

る
。ま

た
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
浦
和
レ

ッ
ズ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
と
し
て

地
元
レ
ッ
ズ
の
応
援
を
続
け
て
お

り
、
さ
ら
に
、
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ

ィ
ー
ス
で
活
躍
し
て
い
る
柴
田
選

手
と
堂
園
選
手
は
ア
イ
ル
グ
ル
ー

プ
の
社
員
と
し
て
勤
務
し
、
重
要

な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

人
材
の
育
成
・
教
育
面
で
は
、

毎
年
の
新
卒
定
期
採
用
、
多
能
工

の
育
成
教
育
、
外
部
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
へ
の
積
極
派
遣
な
ど
も
行
い
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
も
注
力
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
た
小
山
哲
司
執
行
役

員
は
、「
若
手
人
材
を
育
て
る
た

め
に
は
会
社
（
組
織
自
体
）
も
成

長
し
な
い
と
好
循
環
に
は
な
ら
な

い
。
今
後
も
具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
」
と
し
、「
社
会
の

中
で
は
企
業
が
人
を
育
て
る
べ

き
」
と
強
調
し
た
。

本
庄
市
に
本
社
を
構
え
る
ケ
イ

ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
は
、
塙
圭
二

社
長
が
一
九
九
〇
年
、
二
三
歳
の

時
起
業
し
た
会
社
。
都
内
で
不
動

産
営
業
を
経
験
し
た
社
長
は
、
バ

ブ
ル
景
気
に
よ
る
不
動
産
業
界
の

浮
沈
も
経
験
し
、「
時
代
に
流
さ

れ
な
い
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
を

も
つ
会
社
を
経
営
し
た
い
」
と
一

念
発
起
。
本
庄
市
を
拠
点
に
裸
一

貫
で
当
社
の
前
身
を
立
ち
上
げ
た
。

本
庄
市
は
人
口
約
八
万
人
で
、

新
幹
線
や
高
速
道
路
の
整
備
な
ど

で
、
新
規
住
宅
着
工
に
可
能
性
の

あ
る
街
だ
と
確
信
。
さ
ら
に
、
不

動
産
業
界
の
古
い
体
質
か
ら
脱
却

し
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
、「
自
分
が
良
い
と

思
っ
た
こ
と
を
正
し
い
や
り
方
で

自
信
を
も
っ
て
進
め
れ
ば
、
必
ず

お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
に

な
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
自
ら

の
信
じ
た
方
向
に
突
き
進
ん
だ
。

そ
し
て
、「
当
社
に
関
わ
る
人

全
て
を
『
豊
・
楽
・
快（
ゆ
た
か
）』

に
す
る
企
業
で
あ
り
た
い
」
を
経

営
理
念
に
掲
げ
、
社
員
一
丸
と
な

っ
て
�
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｙ

Ｏ
Ｕ
�
〜
私
た
ち
は
お
客
様
の
た

め
の
チ
ー
ム
で
す
〜
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
時
代
と
共
に
変
化
し
な
が

ら
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

現
在
は
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、

東
京
エ
リ
ア
に
支
店
・
展
示
場
な

ど
を
三
五
拠
点
展
開
し
て
お
り
、

設
立
以
来
二
四
期
連
続
増
収
と
い

う
業
績
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
背

景
は
、
お
客
様
、
地
域
、
従
業
員
、

取
引
業
者
な
ど
全
て
を
大
切
に
す

る
経
営
理
念
と
正
直
な
姿
勢
が
認

め
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

地
域
社
会
貢
献
活
動
の
取
組
例

と
し
て
は
、
子
育
て
家
庭
の
外
出

を
支
援
す
る
た
め
に
事
業
場
の
施

設
を
提
供
す
る『
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
』。

各
支
店
や
展
示
場
の
周
辺
を
従
業

員
が
清
掃
・
整
備
す
る
『
ロ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
』。
各
県
で
認
定
し
て

い
る
『
パ
パ
・
マ
マ
支
援
制
度
』

へ
の
加
盟
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
環
境
保
護
活

動
『Fun

to
share

』。
そ
し
て
、

お
客
様
の
満
足
度
向
上
の
た
め
、

取
引
業
者
（
下
請
け
等
）
も
含
め

た
『
Ｃ
Ｓ
研
修
会
』
も
年
間
二
回

実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
材
が
生
き
生
き
と

育
っ
て
い
る
企
業
に
光
を
当
て
世

の
中
に
広
め
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
働
き
が
い

の
あ
る
調
査
」（
調
査
機
関
�
Ｇ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン
（G

reat
Place

to
W
ork(R

)
Institute

Japan

））

の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も

二
年
連
続
で
優
秀
企
業
と
し
て
選

定
さ
れ
、
そ
の
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ

「
日
本
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
」に
も
県
内
か
ら
二
社（
ケ

イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
㈱
、
川
木

建
設
㈱
）
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

当
社
の
「
雇
用
か
ら
社
会
活
動
、

環
境
保
護
ま
で
、
人
、
地
域
の
活

性
に
つ
な
が
る
貢
献
活
動
」
が
高

く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
「
成
長

を
続
け
る
企
業
」
と
し
て
も
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

なな話話題題 中中 北北 南南 西西

中
部
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
㈱

「
安
心
・
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
を
極
め
る
」

北
部
ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
㈱

ゆ

た

か

「
当
社
に
関
わ
る
人
全
て
を『
豊
・
楽
・
快
』

に
す
る
企
業
で
あ
り
た
い
」

DATA
会 社 名：クリーンシステム㈱
所 在 地：さいたま市浦和区常盤２‐９‐１０
電 話：０４８‐８３１‐４６１５
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐８３１‐４６２２
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.i-ll-group.co.jp
代 表 者：代表取締役 籠島延隆
設 立：昭和４５年１０月
資 本 金：６，０００万円
従業員数：２３５名
事業内容：廃棄物（一般廃棄物、産業廃棄物）の収集・

運搬・処分・再生、廃棄物処理に関する排
出物処理の管理、廃棄物の処理・処分施設
に係る企画設計・コンサルティング及び管
理・運営の受託業務など

DATA
会 社 名：ケイアイスター不動産㈱
所 在 地：本庄市西富田７６２‐１
電 話：０４９５‐２７‐２５２５
Ｆ Ａ Ｘ：０４９５‐２５‐７２７２
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.ki-group.co.jp
代 表 者：代表取締役 塙 圭二
設 立：１９９０年１１月
資 本 金：１億１，３５０万円
従業員数：４８０名
事業内容：戸建分譲事業、注文住宅事業、分譲マンシ

ョン事業、総合不動産流通事業、アセット
事業、管理事業、宅地造成

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た

小
山
哲
司
執
行
役
員
営
業
開
発

部
部
長

計
量
器
付
パ
ッ
カ
ー
車

（
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
専
用
）

塙
圭
二
代
表
取
締
役

戸
建
分
譲
地

―１８―












































































サ
ー
マ
ル
化
工
株
式
会
社
は
、

水
素
炉
に
特
化
し
、
焼
鈍
処
理
を

行
な
う
専
業
メ
ー
カ
ー
で
、
特
殊

な
設
備
に
こ
だ
わ
り
、
他
社
で
は

あ
つ
か
わ
な
い
金
属
部
品
の
磁
気

焼
鈍
、
光
輝
焼
鈍
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

真
空
炉
な
ど
一
般
的
な
設
備
は

全
く
持
た
ず
、
水
素
の
み
を
使
用

し
た
専
業
熱
処
理
に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
お
り
、
国

内
で
は
当
社
を
含
め
数
社
の
み
で

す
。現

在
、
十
六
基
の
水
素
炉
を
持

っ
て
お
り
、
水
素
炉
を
こ
れ
だ
け

そ
ろ
え
て
い
る
中
小
企
業
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

真
空
炉
な
ど
他
の
処
理
方
法
の

場
合
は
、
廃
棄
物
や
不
純
物
が
発

生
し
た
り
、
炉
の
他
に
真
空
ポ
ン

プ
を
動
か
す
電
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
当
社
の
技
術
力
に
よ
り

排
出
さ
れ
る
の
は
水
素
の
み
、
そ

し
て
、
消
費
電
力
は
電
炉
に
か
か

る
部
分
の
み
で
す
。
即
ち
、
水
素

炉
に
特
化
し
て
磁
気
焼
鈍
、
光
輝

焼
鈍
を
同
時
に
行
な
う
画
期
的
な

処
理
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
に
、

エ
コ
の
思
想
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。当

社
は
、
昭
和
四
十
一
年
、
磁

性
材
料
の
光
輝
焼
鈍
処
理
会
社
と

し
て
創
業
。
四
十
六
年
、
沖
電
気

工
業
と
の
業
務
提
携
が
成
立
し
、

同
社
協
力
工
場
と
な
る
。
同
年
、

戸
田
市
（
現
住
所
）
に
工
場
移
転
。

六
十
一
年
、
初
代
山
越
社
長
が
退

任
、
石
井
文
任
社
長
の
下
、
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
。
平
成
十
七
年
、

経
営
革
新
法
認
可
法
人
取
得
。
二

十
一
年
、
石
井
文
任
社
長
が
退
任
、

石
井
孝
徳
専
務
が
社
長
と
な
る
。

二
十
二
年
、
埼
玉
県
彩
の
国
工
場

に
指
定
。
同
年
、
二
度
目
の
経
営

革
新
計
画
が
承
認
さ
れ
る
。
二
十

三
年
、
戸
田
市
新
技
術
開
発
支
援

事
業
に
認
定
。

石
井
孝
徳
社
長
は
十
年
間
、
カ

バ
ン
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
等
の
製
造

卸
問
屋
で
、
営
業
と
し
て
働
き
、

そ
の
後
、
当
社
に
入
社
。
そ
し
て
、

そ
の
経
験
を
大
い
に
活
か
し
、
手

書
き
で
遅
れ
て
い
た
納
品
書
や
請

求
書
処
理
等
を
シ
ス
テ
ム
化
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
自
力
で
制
作
し
、

数
々
の
改
革
・
革
新
を
断
行
し
た
。

さ
ら
に
、
経
営
戦
略
、
財
務
等

も
積
極
的
に
研
究
し
、
そ
の
中
で
、

「
経
営
分
析
に
行
き
着
き
、
自
社

の
強
み
弱
み
を
解
析
し
、
営
業
と

会
社
運
営
に
生
か
し
た
」
と
話
さ

れ
た
。

そ
の
納
入
実
績
は
、
㈱
豊
田
中

央
研
究
所
、
㈱
村
田
製
作
所
、
三

井
金
属
鉱
業
㈱
、
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
㈱
等
々
、
大
企
業
と
の
取
引
が

多
い
が
、
そ
れ
は
、
当
社
の
技
術

力
の
高
さ
と
、
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の

化
学
物
質
規
制
に
完
全
対
応
し
て

い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

三
光
建
設
株
式
会
社
の
歴
史
は
、

現
栗
原
雄
一
社
長
の
祖
父
で
、
木

材
商
で
あ
っ
た
三
代
前
ま
で
遡
る
。

栗
原
社
長
は
当
社
の
経
営
に
つ

い
て
こ
の
様
に
語
っ
た
。

「
我
々
の
品
質
方
針
は
『
自
然

の
摂
理
に
の
っ
と
り
真
心
の
こ
も

っ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け

す
る
事
で
お
客
様
の
永
続
的
な
安

心
を
守
り
続
け
る
』
を
掲
げ
行
動

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
建
設
業

を
意
識
し
て
会
社
を
起
業
し
た
の

で
は
無
く
、
お
客
様
と
の
長
年
の

信
頼
関
係
や
『
御
縁
』
が
き
っ
か

け
で
、
お
客
様
が
抱
え
て
い
る
悩

み
や
心
配
等
の
問
題
を
解
決
し
て

喜
ば
れ
て
、
今
の
事
業
を
続
け
て

い
ま
す
。

水
が
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
に

流
れ
る
よ
う
に
、
無
理
に
物
事
を

進
め
る
の
で
は
無
く
、
自
然
の
摂

理
に
の
っ
と
り
、
真
面
目
に
真
心

を
込
め
て
お
客
様
と
の
歩
調
を
合

わ
せ
、
永
続
的
に
お
客
様
と
関
わ

れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
進
め
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
建
築
、
不
動

産
に
関
連
す
る
企
画
力
、
技
術
力
、

管
理
力
な
ど
の
総
合
的
な
力
を
絶

え
ず
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
わ
ゆ
る
お
客
様
に
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
『
資
産
構
築
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
』
を
実
現

す
る
こ
と
が
私
の
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

現
在
の
事
業
は
、
建
築
及
び
土

木
に
お
け
る
総
合
的
な
企
画
、
設

計
、
施
工
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
、
不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
、

管
理
な
ど
、
建
築
及
び
不
動
産
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
行
っ
て

い
る
。

な
お
、
埼
玉
県
知
事
よ
り
、
特

定
建
設
業
、
一
般
建
設
業
、
一
級

建
築
士
事
務
所
、
宅
地
建
物
取
引

業
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

沿
革
は
、
昭
和
四
十
三
年
、
三

光
建
設
と
し
て
発
足
。
五
十
三
年
、

三
光
建
設
㈱
と
し
て
発
足
。
五
十

四
年
に
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
認

可
を
受
け
、
同
年
、
設
計
事
務
所

登
録
も
行
な
う
。
六
十
年
に
は
、

川
越
駅
西
口
支
店
を
開
設
し
、
現

在
の
本
社
社
屋
は
平
成
二
年
に
建

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
官
公
庁
向

け
建
築
物
の
設
計
及
び
施
工
監
理

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
承
認
を
取
得
。

現
社
長
の
栗
原
雄
一
氏
が
社
長
に

就
任
し
た
の
は
、
平
成
十
四
年
で

あ
る
。

施
工
実
績
は
、
土
地
所
有
者
の

土
地
の
有
効
活
用
を
メ
イ
ン
に
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
ビ
ル
、
商

業
テ
ナ
ン
ト
な
ど
多
く
を
手
が
け

て
お
り
、
近
年
で
は
、
保
育
園
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
社
会
福
祉
施
設
、

市
役
所
耐
震
工
事
な
ど
の
公
共
工

事
等
も
施
工
し
て
い
る
。

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
人
と

の
繋
が
り
『
御
縁
』
を
基
本
と
し

て
、
予
測
さ
れ
て
い
る
基
幹
整
備

の
取
り
組
と
し
て
、「
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
環
境
へ
の
更
な
る

対
応
で
あ
る
」
と
、
栗
原
社
長
は

話
を
結
ば
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
サ
ー
マ
ル
化
工
㈱

「
サ
ー
マ
ル
化
工
は
純
水
素

焼
鈍
・
金
属
特
性
Ｎ
Ｏ
１
」

「
御
縁
の
仕
事
」

DATA

会 社 名：サーマル化工株式会社
本 社：戸田市早瀬１‐１８‐３
代 表 者：代表取締役 石井孝徳
創 業：昭和４２年２月
資 本 金：１，０００万円
従業員数：１０名
業 種：純水素による焼鈍等
特 許：第１１２３２５２号

DATA
会 社 名：三光建設株式会社
本 社：川越市下小坂４５８‐４
代 表 者：代表取締役 栗原雄一
発 足：昭和４３年１月
資 本 金：１億円
営業種目：総合建設業、不動産業
事業内容：一般建築及び土木、設計、施工、

リフォーム、建築、不動産の総
合コンサルティング等

西
部

三
光
建
設
㈱

石
井
孝
徳
社
長

サ
ー
マ
ル
化
工
本
社

栗
原
雄
一
社
長

ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム

工
法

―１９―



知
事
が
日
本
・
米
国
中
西

部
会
本
会
議
に
出
席

「
輝
く
女
性
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
し
た

『「
ど
う
す
る
�
我
が
社
の
女
性
活
躍
」ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
』の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

夢
あ
る
埼
玉
・
就
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
合
同
企
業
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

９月１７日に開催した夢ある埼玉・
就活プロジェクト「ここで決め
る！合同企業面接会」の様子

埼
玉
は
街
バ
ル
を
推
進

し
て
い
ま
す

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を

御
利
用
く
だ
さ
い

年
末
の
資
金
需
要
に
対
応
し

た
県
制
度
融
資
の
御
案
内

去
る
９
月
７
日
�
〜
８
日
�
、
知
事
は
米

国
・
ア
イ
オ
ワ
州
で
開
催
さ
れ
た
日
本
・
米

国
中
西
部
会
本
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
知
事
は
、
米
国
中
西
部
各
州
知

事
、
日
米
経
済
界
の
要
人
な
ど
約
３
０
０
人

の
出
席
者
に
対
し
て
、本
県
が
進
め
る
先
進
的

な
施
策
や
、高
速
道
路
網
が
充
実
し
、高
い
技

術
を
持
っ
た
企
業
が
集
積
す
る
本
県
の
優
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
６
６
）

県
で
は
、
仕
事
や
趣
味
、
子
育
て
な
ど
で

い
き
い
き
と
輝
く
女
性
を
応
援
す
る
気
持
ち

を
表
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
母
さ
ん
や
妻
へ
の
感
謝
の

言
葉
、
娘
や
同
僚
へ
の
激
励
の
言
葉
な
ど
、

９
０
９
通
も
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
３
通
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
９
月
１３
日「SA

ITA
M
A
Sm
ile
W
om
en

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
に
て
発
表
し
、
賞
品

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
作
品
３
通
を
含
む
５０
通
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
た
作
品
集
を
作
成
し
、

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

https
://saitam

a-w
om
enom

ics.info/
cam
paign/detail/

�
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

県
で
は
、
経
営
者
・
管
理
職
・
人
事
担
当

の
皆
様
を
対
象
に
、
女
性
活
躍
推
進
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

制
度
（
産
休
・
時
短
勤
務
）、
施
策
作
り
と

は
」
で
す
。

開
催
日
時

１
月
２６
日
�
（
１３
時
〜
１６
時
）

場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

費
用

無
料

そ
の
他
詳
細
及
び
お
申
込
み
は
埼
玉
新
聞

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.saitam

a-np.co.jp/
kijikokoku/w

om
ensem

inor/

�
問
い
合
わ
せ
先

「
ど
う
す
る
�
我
が
社
の
女
性
活
躍
」
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
務
局

（
０
４
８
―
７
９
５
―
９
９
３
２
）

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
５
）

平
成
２６
年
１２
月
１７
日
�
に
都
内
で
合
同
企

業
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
面
接
会
は

平
成
２７
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
等
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
当
日
は
参
加
企

業
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
来
場
者
と
の
面
接
を

実
施
し
ま
す
。
当
日
の
見
学
は
自
由
で
す
の

で
、
今
後
採
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
所

の
み
な
さ
ま
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
面
接
会
へ
の
参
加
は
県
内
経
済
団

体
や
金
融
機
関
と
連
携
し
て
決
定
し
て
い
ま

す
。
御
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。

１

イ
ベ
ン
ト
概
要

埼
玉
県
で
就
職
を
希
望
す
る
若
者
と
県
内

中
小
企
業
と
の
合
同
企
業
面
接
会

２

日
時
等

・
日
時

平
成
２６
年
１２
月
１７
日
�
午
後
１
時

〜
午
後
４
時

・
場
所

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
地
下

中
展
示
ホ

ー
ル
（
新
宿
駅
「
南
口
・
西
口
」

よ
り
徒
歩
７
分
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
８
）

〜
１２
月
、
１
月
は
県
内
４
か
所
で
街
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
〜

県
で
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
商
店
街
の
活

性
化
支
援
と
し
て
街
バ
ル
（
埼
玉
ア
キ
ナ
イ

Ｂ
Ａ
Ｒ
（
バ
ル
））
の
開
催
を
１３
地
区
で
支

援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
地
域
み
ん
な
の
商
店
街
再
生

事
業
」
と
し
て
街
バ
ル
を
新
た
に
開
催
す
る

商
工
団
体
や
商
店
街
を
支
援
し
て
お
り
、
１２

月
か
ら
は
、
坂
戸
、
草
加
、
本
庄
、
入
間
で

開
催
し
ま
す
。

地
元
で
お
気
に
入
り
の
お
店
を
探
す
絶
好

の
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
m
achibaru/

�
名
称
・
開
催
地
区
・
開
催
予
定
日

�
さ
か
ど
街
バ
ル
・
坂
戸
駅
、
北
坂
戸
駅
、

若
葉
駅
周
辺
・
１２
月
４
日
�
〜
６
日
	
、



新
田
街
バ
ル
・
新
田
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
商

店
街
振
興
組
合
、
新
田
横
丁
商
店
街
・
１２

月
５
日
�
、
６
日
	
、

�
本
庄
ぐ
る
ぐ
る
〜
ち
ょ
い
呑
み
食
め
ぐ
り

〜
・
本
庄
駅
周
辺
・
１
月
１０
日
	
〜
１２
日
�
、


い
る
バ
ル

〜
ぶ
ら
り
グ
ル
メ
探
検
〜
・

入
間
市
内
・
１
月
２９
日
�
〜
３１
日
	

�
問
い
合
わ
せ
先

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
６
１
）

埼
玉
県
で
は
、
様
々
な
労
働
問
題
の
相
談

に
つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
の
人
間
関
係

な
ど
、
職
場
の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
家
が
お

話
を
聞
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
使
用

者
か
ら
の
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

�
労
働
相
談

・
電
話
に
よ
る
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
面
接
に
よ
る
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
い
ず
れ
も
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

�
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
半
・
３
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
要
予
約
（
前
日
の
午
前
中
ま
で
）

・
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
rodosodan/

�
相
談
・
予
約
先

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
２
２
）

事
業
資
金
（
短
期
貸
付
）

賞
与
支
払
や
仕
入
等
の
た
め
の
短
期
運
転

資
金
と
し
て
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１
・
１
％
以
内
（
信
用
保
証
な

し
融
資
は
年
１
・
５
％
以
内
）
で
、
限
度
額

は
２
千
万
円
で
す
。

経
営
あ
ん
し
ん
資
金

例
え
ば
、
円
安
の
影
響
な
ど
を
受
け
、
原

材
料
費
が
高
騰
す
る
こ
と
に
よ
り
利
益
率
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
最
近
３
か
月
の

売
上
や
利
益
率
が
前
年
同
期
と
比
較
し
て
減

少
、
又
は
減
少
見
込
み
の
場
合
に
御
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１
・
５
％
以
内
、
限
度
額
は
５

千
万
円
で
す
。

借
換
資
金

県
制
度
融
資
の
既
往
借
入
金
が
あ
る
方
が

新
規
運
転
資
金
を
追
加
し
つ
つ
、
毎
月
の
返

済
負
担
を
軽
減
し
た
い
場
合
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額
は

１
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資
金
及

び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料
相
当
額

の
合
計
）
で
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信
用

保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
貸
付
を
信
用
保
証
な
し
で
御
利
用
い

た
だ
く
場
合
を
除
き
、
別
途
、
信
用
保
証

料
が
必
要
で
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
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せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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第
１３
回
企
業
倫
理ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

―
企
業
不
祥
事
の
未
然
防
止
・

事
後
対
応
に
関
す
る
対
策
聞
く

経
団
連
は
１０
月
１４
日
、
東
京
・
大
手
町

の
経
団
連
会
館
で
約
４
３
０
名
の
参
加
者

を
得
て
、
第
１３
回
企
業
倫
理
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
�
原
定
征
会
長
が
、「
企

業
倫
理
の
確
立
、
社
会
的
責
任
の
実
践
は

経
営
者
の
最
優
先
の
責
務
。
経
営
者
自
身

が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
社

内
体
制
の
整
備
と
従
業
員
の
意
識
醸
成
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

続
い
て
ふ
じ
合
同
法
律
事
務
所
の
中
込

秀
樹
弁
護
士
が
「
企
業
不
祥
事
の
問
題
調

査
の
過
程
で
把
握
し
た
企
業
の
統
治
、
遵

法
、
倫
理
維
持
に
お
け
る
問
題
と
そ
の
対

策
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
要

旨
は
次
の
と
お
り
。

■
事
実
認
定
と
法
律
判
断

私
は
、
１
９
６
７
年
に
任
官
し
て
か
ら
、

定
年
ま
で
約
４０
年
間
裁
判
官
を
務
め
て
き

た
。
裁
判
官
の
仕
事
は
端
的
に
い
え
ば
、

事
実
認
定
、
法
律
判
断
を
行
い
、
理
由
が

説
明
で
き
る
判
決
を
書
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
事
実
認
定
は
法
律
要
件
に
基
づ
い

て
公
正
・
公
明
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

法
律
判
断
は
、
経
験
則
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
い
た
め
、
裁
判
官
は
経
験
則
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
官
の
理
想
は
「
愚
直
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
時
間

を
使
っ
て
記
録
を
よ
く
読
み
、
事
実
を
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
先
に
事

件
の
筋
書
き
を
想
定
し
て
進
め
て
い
く
手

法
は
、
誤
っ
た
判
断
を
行
う
原
因
と
な
り
、

結
果
と
し
て
被
害
者
を
生
む
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

■
不
祥
事
の
類
型
・
原
因

不
祥
事
の
類
型
と
し
て
は
、
業
種
、
業

態
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
典

型
的
な
も
の
は
個
人
に
よ
る
会
社
資
金
の

横
領
や
詐
欺
行
為
を
見
逃
し
、
会
社
に
損

害
を
与
え
る
も
の
、
経
理
担
当
者
に
よ
る

粉
飾
決
算
や
帳
簿
記
載
の
不
正
操
作
、
贈

賄
、
不
正
送
金
、
報
告
義
務
違
反
や
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
禁
止
等
の
取
締
法
違
反
行

為
の
放
置
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
相
当
程
度
は
防
止
で
き

る
が
、
会
社
内
の
人
間
関
係
、
会
社
上
部

と
社
員
の
意
思
疎
通
や
一
体
感
、
使
命
感
、

仕
事
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
、
そ
の
人
に
即

応
し
た
処
遇
等
人
事
政
策
や
人
事
の
運
用
、

日
々
の
人
間
関
係
、
上
司
の
人
柄
・
気
遣

い
な
ど
の
役
割
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

■
事
後
対
応
の
類
型

不
祥
事
に
も
単
発
的
な
も
の
、
連
続
的

な
も
の
、
個
人
的
な
も
の
、
組
織
的
な
も

の
、
そ
の
態
様
、
悪
質
さ
、
会
社
組
織
の

関
与
度
、
不
祥
事
に
関
与
し
た
者
の
地
位
、

職
種
、
会
社
業
務
と
の
関
連
性
の
濃
淡
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
事
後

対
応
も
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
異
な
る
。

ま
ず
不
祥
事
が
判
明
し
た
ら
速
や
か
に

公
表
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
実

関
係
の
調
査
に
お
い
て
は
、
第
三
者
委
員

会
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
第
三

者
委
員
会
の
役
割
に
も
意
見
を
述
べ
る
も

の
か
ら
独
立
の
委
員
会
で
調
査
す
る
も
の

な
ど
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
責
任
の
取
り

方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
日
本
的
対
応

で
は
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
謝
罪
は

絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

■
不
祥
事
の
予
防

ま
ず
重
要
な
の
は
、
管
理
者
と
現
場
、

上
司
と
部
下
の
間
の
信
頼
関
係
で
あ
る
。

意
見
を
述
べ
て
も
正
当
に
理
解
さ
れ
、
不

当
な
取
り
扱
い
を
受
け
な
い
と
い
う
信
頼

関
係
や
、
意
見
を
い
え
る
、
い
わ
せ
る
企

業
風
土
が
不
祥
事
の
未
然
防
止
に
つ
な
が

る
。取

締
役
会
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
は
、

社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
を
置
く
だ
け

で
は
意
味
が
な
い
。
制
度
を
設
け
る
こ
と

よ
り
も
、
そ
れ
を
ど
う
機
能
さ
せ
る
か
が

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
過
去
の
事
例
で
は
、
固
定
観
念

が
不
祥
事
の
芽
を
見
過
ご
す
原
因
と
な
る

こ
と
も
多
い
。
一
律
・
規
則
的
な
対
応
を

行
う
点
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
重
要
だ
が
、
一

方
で
そ
れ
が
固
定
し
、
対
応
を
硬
直
化
さ

せ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
規
則
が
制
定
さ

れ
て
い
る
理
由
を
十
分
に
理
解
し
、
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
社
員
教
育
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

講
演
を
受
け
て
、
大
宮
英
明
副
会
長
・

企
業
行
動
委
員
長
は
、「
企
業
倫
理
の
徹

底
、
浸
透
に
向
け
、
各
社
に
お
い
て
実
効

あ
る
施
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
、「
安
衛
法
」
と

い
う
。）
は
、
事
業
者
に
対
し
て
各
種
の
措

置
義
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
労
働
者
に
対

し
て
も
同
法
第
二
六
条
に
お
い
て
、「
労
働

者
は
、
事
業
者
が
講
ず
る
措
置
に
応
じ
て
必

要
な
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
定
め
て
、
労
働
者
に
も
罰
則
付
き
で
遵
守

義
務
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者

に
も
安
衛
法
に
定
め
ら
れ
た
義
務
の
遵
守
義

務
が
あ
り
、
使
用
者
の
健
康
管
理
義
務
に
対

応
す
る
義
務
と
し
て
、
労
働
者
自
身
が
安
衛

法
を
遵
守
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
自
己
自
身

の
健
康
を
管
理
し
、
健
診

を
受
け
、
使
用
者
の
行
う

健
康
管
理
措
置
に
協
力
し

て
、
心
身
と
も
に
完
全
な

労
務
を
提
供
す
る
た
め
に

自
己
の
健
康
状
態
の
維
持

を
図
っ
て
い
く
義
務
を
い

う
。判

例
上
も
、「
自
己
の

健
康
に
つ
い
て
は
、
自
己
自
身
が
ま
た
常
に

心
掛
け
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
定
期
健
診
の
結
果
、

異
常
が
な
い
と
さ
れ
た
場
合
、
通
常
そ
の
者

が
こ
れ
に
依
拠
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
と
は
い
え
、
定
期

健
診
後
は
全
面
的
に
そ
の
結
果
に
の
み
依
拠

し
て
行
動
し
、
自
身
は
保
健
に
留
意
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
不
当
た
る
べ
き
こ
と
は
明
か

で
あ
る
。」（
昭
四
八
・
四
・
二
四
岡
山
地
裁

津
山
支
部
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然

の
事
理
で
あ
る
と
い
え
る
。

健
康
管
理
の
問
題
は
、
安
全
管
理
の
場
合

と
ち
が
っ
て
労
働
者
自
身
の
内
面
上
の
こ
と

で
あ
り
、
労
働
者
の
健
康
は
、
労
働
者
自
ら

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
不
調
、
自
覚
症

状
の
発
現
等
疾
病
の
状
態
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
自
ら
医
師
の
診
断
を
求
め
積
極
的
に
こ

れ
を
治
療
す
べ
き
が
当
然
で
あ
る
。

特
に
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、「
心
の
健
康
」
問
題
で
も
あ
り
、
本

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
領
域
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
労
働
者
自
身
が
使
用
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
協
力
し
、
自
分
自

身
の
精
神
的
健
康
の
保
持
が
よ
り
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
改
正
さ
れ
た
安
衛
法
の
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

観
点
か
ら
事
業
者
へ
の
通
知
は
労
働
者
が
同

意
し
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
、
よ

り
労
働
者
自
身
の
責
任
に
か
か
る
自
己
保
健

義
務
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

労
働
者
が
自
己
保
健
義
務
に
違
反
し
た
場

合
に
は
、
使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務
の
免
責

や
縮
減
の
関
係
（
過
失
相
殺
な
ど
）
が
生
ず

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死

と
し
て
使
用
者
に
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら

れ
た
事
例
に
お
い
て
も
、
被
災
者
は
「
毎
年

被
告
か
ら
健
康
診
断
結
果
の
通
知
を
受
け
て

お
り
、
自
ら
が
高
血
圧
で
あ
っ
て
治
療
が
必

要
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
脳
出
血
発
症
に
至
る
ま
で
、

精
密
検
査
を
受
診
し
た
り
、
あ
る
い
は
医
師

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
一
方
で
、
体
重
を
減
ら
そ
う
と
す
る

努
力
を
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
自
ら

の
健
康
の
保
持
に
つ
い
て
、
何
ら
配
慮
を
行

っ
て
い
な
い
。」（
平
一
〇
・
三
・
一
九
東
京

地
裁
判
決
、
平
一
一
・
九
・
二
八
東
京
高
裁

判
決
も
同
旨
）
と
し
て
五
〇
％
、「
入
院
を

勧
め
ら
れ
る
容
態
を
隠
し
て
い
た
」（
平
六
・

一
二
・
二
〇
岡
山
地
裁
判
決
）
と
し
て
七
五

％
の
相
殺
を
し
た
事
例
等
、
他
に
も
多
数
あ

る
。

自
己
保
健
義
務

弁
護
士

安
西

�

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど
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一
〇
月
一
日
〜
一
一
月
二
五
日

◆
一
〇
・
二

第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
八

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
九

理
事
会
・
臨
時
総
会（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
一
〇

第
三
五
次
小
笠
原
洋

上
研
修
（
一
五
日
ま
で
、
父
島
往
復
）

◆
一
〇
・
二
〇

第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

◆
一
〇
・
二
〇

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
一

西
部
地
区
協
議
会

（
本
田
技
研
工
業
㈱
小
川
工
場
）

◆
一
〇
・
二
七

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
〇
・
二
九

第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
四

第
二
回
地
域
社
会
問
題

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
五

南
部
地
区
協
議
会
（
三

州
製
菓
㈱
エ
ス
・
テ
ラ
ス
）

◆
一
一
・
六

第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
〇

第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
一

北
部
地
区
協
議
会

（
赤
城
乳
業
㈱
本
庄
千
本
さ
く
ら

『
５
Ｓ
』
工
場
）

◆
一
一
・
一
三
〜
一
四

青
年
経
営
者

部
会
全
国
大
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
）

◆
一
一
・
一
七

第
二
回
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
八

第
一
回
企
業
戦
略
研

究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
五

第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

▼
世
界
的
な
話
題
と
し
て
、
今
は
「
エ
ボ
ラ

出
血
熱
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
地

方
で
多
く
の
感
染
者
が
み
ら
れ
、「
国
境
な

き
医
師
団
」
な
ど
で
活
動
し
た
方
々

が
、
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
報
道
を
聞

く
と
残
念
で
仕
方
な
い
。

既
に
天
国
に
旅
立
た
れ
た
が
、
主

治
医
の
先
生
と
こ
ん
な
話
を
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。「
地
球
か
ら
人

類
が
全
滅
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、

隕
石
の
地
球
直
撃
や
火
山
大
噴
火
、

大
地
震
や
大
津
波
な
ど
で
し
ょ
う

か
？
」

『
い
や
、
こ
の
様
な
異
常
気
象
が
続

く
と
、
気
温
な
ど
の
急
激
な
変
化
な

ど
が
原
因
で
、
予
期
し
な
い
病
気
が

突
然
発
生
し
、
そ
の
感
染
ス
ピ
ー
ド

が
凄
か
っ
た
ら
、
ま
た
、
薬
の
準
備

な
ど
な
か
っ
た
場
合
の
方
が
は
る
か

に
確
立
は
高
い
よ
』
と
。

今
回
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
、
そ
の

少
し
前
に
話
題
と
な
っ
た
デ
ン
グ
熱
な
ど
が

亡
き
先
生
の
顔
と
何
故
か
重
な
っ
て
し
ま
い
、

想
定
外
の
事
態
に
オ
ー
ル
世
界
で
、
対
応
で

き
る
状
態
の
整
備
を
強
め
て
欲
し
い
と
願
っ

て
止
ま
な
い
。

▼
近
年
は
余
り
秋
を
感
じ
な
い
日
本
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
、
四
季
の
変
化
を
楽
し
め
た

日
本
は
何
処
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う

か
？
今
日
も
北
海
道
の
札
幌
や
旭
川
で
初
雪

が
降
っ
た
。
相
当
以
前
に
な
る
が
、
北
海
道

の
平
地
で
十
月
二
十
六
日
と
十
一
月
三
日
に

初
雪
に
遭
遇
し
、「
雪
を
土
産
に
来
な
い
で

く
れ
！
」
と
冗
談
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
さ
て
、
今
年
の
冬
は
気
象
庁
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
比
較
的
暖
冬
ら
し
い
が
、
日
々
の

気
温
は
大
き
な
寒
暖
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い

ら
し
い
。
夏
と
い
い
、
冬
と
い
い
、
高
齢
者

や
病
気
の
人
達
に
と
っ
て
は
、
健
康
維
持
に

大
変
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

▼
第
二
次
安
倍
改
造
内
閣
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
女
性
大

臣
の
二
人
が
辞
任
し
、
折
角

の
女
性
活
用
を
う
た
っ
た
安

倍
総
理
も
頭
が
痛
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。
海
外
の
国
で
の
女

性
活
用
割
合
と
、
日
本
と
で

は
相
当
な
開
き
が
あ
る
が
、

長
い
歴
史
や
お
国
柄
を
考
え

る
と
一
気
に
は
中
々
い
か
な

い
と
思
う
。
昔
、
次
の
よ
う

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
た
思
い

が
…
。

「
貴
男
は
女
性
の
管
理
監
督

者
の
起
用
に
賛
成
で
す
か
？
」

『
非
常
に
素
晴
ら
し
い
事
で

す
。
賛
同
し
ま
す
』

・
大
半
の
男
性
は
こ
の
よ
う

な
答
え
で
し
た
。

「
で
は
、
貴
男
は
女
性
の
管
理
監
督
者
の
部

下
で
、
働
く
こ
と
を
ど
の
様
に
思
い
ま
す

か
？
」

『
女
性
上
司
の
下
で
働
く
こ
と
は
嫌
で
す

よ
』

・
大
半
の
男
性
は
こ
の
よ
う
な
答
え
で
し
た
。

さ
あ
ー
、
皆
様
の
本
音
は
如
何
で
す
か
？

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第２０２回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
二
五
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

福
島
第
一
原
発
元
所
長
吉
田
昌

郎
氏
に
学
ぶ
『
修
羅
場
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
』
〜
極
限
状
態
の

中
で
闘
っ
た
、
一
人
の
リ
ー
ダ

ー
の
生
き
様
と
は

講
師

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

門

田
隆
将
氏

★
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

一
二
月
一
日
�
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

研
究
開
発
の
最
前
線
を
学
ぶ
〜

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
先

端
技
術
〜

講
師

埼
玉
大
学
理
工
学
研
究
科
数
理

電
子
情
報
部
門
准
教
授

�

俊
明
氏

同
大
学
理
工
学
研
究
科
戦
略
的

研
究
部
門
教
授

高
崎
正
也
氏

同
大
学
理
工
学
研
究
科
人
間
支

援
・
生
産
科
学
部
門
教
授

森

田
真
史
氏

★
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

一
二
月
四
日
�
一
四
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

営
業
部
門
の
見
え
る
化
〜
現
場

の
知
恵
と
秘
訣
を
経
営
基
盤
に

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
執
行
役
員

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
事
業

部
長

工
藤
良
介
氏

★
第
五
回
西
村
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

一
二
月
五
日
�
九
時
一
〇
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井

コ
ー
ス

★
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
二
月
一
〇
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ

ォ
ー
ラ
ム

講
師

イ
ン
テ
ル
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
部

長

江
頭
靖
二
氏

★
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

一
二
月
一
五
日
�
一
三
時
三
〇

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

組
織
開
発
が
最
強
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
な
る
〜
組
織
開

発
を
通
じ
た
健
康
経
営
の
実
現

講
師

一
般
社
団
法
人
中
小
企
業
Ｅ
Ａ

Ｐ
普
及
推
進
協
議
会
代
表
理
事

宮
川
浩
一
氏

★
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
九
日
�
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

国
土
強
靭
化
と
は
、
そ
し
て
国

土
強
靭
化
計
画
と
は
？

講
師

ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
執
行
役
員
プ
リ
ン
シ
パ
ル

松
田
智
幸
氏

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

ス
マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
部
部
門
長

正
代
尊
久
氏

★
第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
二
四
日
�
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

二
〇
一
五
年
の
世
界
経
済
、
日

本
経
済
を
展
望
す
る

講
師

㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
主
席

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣
氏

★
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

一
月
一
九
日
�
一
四
時
〜
一
六

時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

改
め
て
考
え
る
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

進
出
・
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
〜
海

外
展
開
支
援
現
場
か
ら
の
教
訓

と
参
考
事
例

講
師

㈱
フ
ォ
ー
バ
ル
海
外
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
長
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幡
勝
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氏

★
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
一
講

日
時

一
月
二
一
日
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六

時

会
場

ソ
ニ
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テ
ィ

内
容

長
期
的
な
ア
ジ
ア
経
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の
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長

性

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

田

口
博
之
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

佐
藤
興
産
㈱

代
表
取
締
役

佐
藤

一
博

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
二
―
四

四電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
五
〇
五
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
五
二
名

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
石
油
製
品
の
卸
、
小

売
医
療
法
人
心
英
会

介
護
老
人
保
健
施

設
な
の
は
な
の
里

理
事
長

宮
里

良
英

北
�
飾
郡
松
伏
町
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一
九
〇
八

電
話
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四
八
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九
九
二
―
五
五
一
一

（
資
）
一
億
三
千
七
百
万
円

（
従
）
一
二
〇
名

医
療
・
介
護
事
業

�
�
𣘺
監
理

代
表
取
締
役

	
𣘺

龍
夫

春
日
部
市
豊
野
町
二
―
三
二
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
三
六
―
一
二
二
八

（
資
）
三
億
八
千
万
円

（
従
）
七
五
名

建
設
業
、
救
命
具
開
発
製
造
業

㈱
中
央
デ
パ
ー
ト

代
表
取
締
役

木
村

和
男

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
二
―
七

三電
話
〇
四
八
―
六
四
三
―
二
一
二
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
九
名

百
貨
店
業

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
北
関
東
支
店

北
関
東
支
店
長

福
田

孝
男

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
仲
町
二
―
六
〇

電
話
〇
四
八
―
六
四
九
―
六
六
三
一

（
資
）
一
億
二
千
万
円

（
従
）
一
一
七
〇
名

建
物
総
合
管
理
、
Ｆ
Ｍ
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
建
築
・
設
備
保
全
工
事

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

総
支
配
人

繁
治

英
志
（
旧

茂
木

義
之
）

関
東
自
動
車
�

代
表
取
締
役
社
長

宇
野

三
花
（
旧

塩
浦

綾
子
）

埼
玉
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

理
事
長

利
根

忠
博
（
旧

服
部

光
朗
）

大
興
電
子
通
信
㈱

関
東
支
店
長

佐
藤

真
義
（
旧

菅
原

英
敏
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
北
関

東
・
信
越
支
店

（
旧

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
）

㈱
ト
ク
デ
ン
プ
ロ
セ
ル
営
業
部
さ
い
た

ま
営
業
所

（
旧

㈱
ト
ク
デ
ン
プ
ロ
セ
ル
さ
い

た
ま
支
店
）

〈
住
所
変
更
〉

日
本
自
動
車
管
理
㈱

さ
い
た
ま
市
北
区
日
新
町
一
―
一
七

三
―
一

（
旧

さ
い
た
ま
市
北
区
日
新
町
一

―
一
九
〇
）
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